
開館40周年記念シリーズ

Close Up



【対象公演】
●2022/10/7（金）19:00開演 The Symphony Hall Big Band Vol.18～ザ・メジャー～

（対象：小学生以上18歳以下 定員：329名）お申込期間：受付中～9/30（金）16：00まで

●2022/11/19（土）14:00開演 ゲルハルト・オピッツ プレミアム ピアノ・リサイタル

（対象：中学生以上18歳以下 定員：329名）お申込期間：受付中～10/15（土）16：00まで

●2022/12/3（土）17:00開演 ダニエル・バレンボイム指揮 ベルリン国立歌劇場管弦楽団 大阪公演

（対象：中学生以上18歳以下 定員：327名）お申込期間：受付中～10/31（月）16：00まで

●2022/12/15（木）19:00開演 ザ・キングズ・シンガーズ コンサート

（対象：小学生以上18歳以下 定員329名）お申込期間：受付中～10/31（月）16：00まで

●2022/12/17（土）14:00開演 熱狂コンチェルト 必聴!!チェロ3大協奏曲

（対象：中学生以上18歳以下 定員326名）お申込期間：受付中～10/31（月）16：00まで

●2023/1/6（金）19:00開演 ハリウッド・フェスティバル・オーケストラ ニューイヤーコンサート！

（対象：小学生以上18歳以下 定員329名）お申込期間：受付中～10/31（月）16：00まで

●2023/1/21（土）14:00開演 五嶋みどりデビュー40周年×ザ・シンフォニーホール開館40周年 特別公演

（対象：中学生以上18歳以下 定員329名）お申込期間：受付中～10/31（月）16：00まで

※一般販売席の受付は終了しました。

ザ・シンフォニーホール子供鑑賞体験支援事業
文化庁 子供文化芸術活動支援事業（劇場・音楽堂等の子供鑑賞体験支援事業）

18歳以下限定・子供無料招待席のご案内

新型コロナウイルス感染症の影響下において、劇場・音楽堂等で子供たちが
文化芸術の鑑賞や体験をする機会が多く失われている状況に鑑み、

劇場・音楽堂等で行われる子供たちの実演芸術の鑑賞・体験等を提供する取組を文化庁支援のもと行う公演です。
この度、ザ・シンフォニーホールでは下記の公演で子供無料席を設け、

18歳以下の皆様を公演にご招待いたします。

【対象者】

※公演当日、対象年齢以上18歳以下の方（公演によって異なりますので、ご注意ください。）

【子供無料席のお申込について】

○公式ホームページ（https://www.symphonyhall.jp/）の子供無料招待席専用ページよりお申込みください。○ご

予約は先着順です。各公演の定員に達し次第、終了とさせていただき、当ホールよりメールにてご来場可否のご連絡をさ

せていただきます。公演当日の詳細につきましても、メールに記載させていただきます。○必ず氏名・年齢が確認できる身

分証明書（学生証・マイナンバーカード・保険証など）の添付をお願いいたします。○同伴者が19歳以上の場合は別途

チケットをご購入いただく必要があります。○お座席はご指定いただけません。○小学生以下のお子様は昼・夜公演問わ

ず、保護者の同伴が必要となります。中学生～16歳未満の方は夜公演にご来場の場合、保護者の同伴が必要となります。

文化庁 子供文化芸術支援事業
その他の詳細・

注意事項はコチラから

02	 ザ・シンフォニーホール 開館40周年記念シリーズ 世界の巨匠とともに
	 Vol.2 ダニエル・バレンボイム指揮 ベルリン国立歌劇場管弦楽団 大阪公演
04	 ザ・シンフォニーホール 開館40周年記念シリーズ 世界の巨匠とともに
	 Vol.1 ゲルハルト・オピッツ プレミアム ピアノ・リサイタル
05	 イタリア交響楽団
06	 ザ・シンフォニーホール カウントダウンコンサート 2022-2023
	 ザ・シンフォニーホール ニューイヤーコンサート 2023
08	 オールスター 紅白オペラ歌合戦 2022
10	 The Symphony Hall×関西4オケスペシャルコンサート
	 Vol.2関西フィルハーモニー管弦楽団
11	 The Symphony Hall×関西4オケスペシャルコンサート
	 Vol.3日本センチュリー交響楽団 
12	 古澤巖 ×ベルリン・フィルハーモニック ストリングス「愛のクリスマス」
13	 ザ・キングズ・シンガーズ コンサート
14	 The Symphony Hall Big Band Vol.18 ～ザ・メジャー～
15	 ワールド・シネマミュージック・セレクション
	 by The Symphony Hall Super Brass
16	 クラシック・キャラバン2022 大阪公演
17	 美しき日本のうた 秋 2022
18	 仲道郁代 ショパンを弾く～希望と再生への祈り～
19	 シャルル・リシャール＝アムラン ピアノ・リサイタル
20	 超絶のスター・ウォーズ2022
21	 ブラス de クラシック・フェスティバル
	 by The Symphony Hall Super Brass
22	 The Symphony Hall Super Brass×THE SOULMATICS ゴスペル
23	 ハリウッド・フェスティバル・オーケストラ ニューイヤーコンサート!
24	 ザ・シンフォニーホール クリスマス オルガン コンサート 2022
25	 三浦一馬 五重奏団 《PIAZZOLLA Standards & Beyond》
	 Le coffre à musique～音楽の宝石箱～ Ⅲ
26	 ABCテレビ主催公演・イベント情報
30	 日本センチュリー交響楽団
32	 welcome more musicians!
33	 ホールトピックス
34	 堀江政生のシンフォニア・アワー Vol.53
35	 Concert Calender 2022.9～2022.11
※掲載公演は、やむを得ない事情により、出演者、曲目、曲順が変更になる場合がございます。

お客様へのお願い

二 次 募 集 開 始！

引き続き感染症拡大防止対策へのご協力をお願い致します。

www.symphonyhall.jp

contents

●表紙「ダニエル・バレンボイム指揮 ベルリン国立歌劇場管弦楽団 大阪公演」

Vol.53
2022.9 -11
2022.9.10発行

マスク着用

館内では上演中も含め常時マス
クの着用をお願い致します。フェ
イスシールドをご着用の方は、マ
スクも併せてご着用下さい。マウ
スガード、透明マスクでのご入場
はお断り致します

体温測定

サーモグラフィーや検温器によ
り、37.5℃以上の発熱がある方
はご入場をお断り致します

館内はお静かに

大きな声での声援や、館内での
会話はお控え下さい

追跡システムのご登録

来場記録シート

当日券をご購入のお客様やご購
入者様とご来場者様が異なる場
合はご記入下さい。また、チケット
券面にご連絡先の記入欄がある
場合は、ご入場前に必ずご記入を
お願い申し上げます

定型ハガキに下記の情報を記載いただき、63円切手を貼付の上、ポストに投函ください。
【定型ハガキ裏】1.お名前（フリガナ付き）、2.性別、3.郵便番号、4.住所、5.電話番号、
6.メールアドレス（メールマガジン受取りの場合）

【定型ハガキ表】531-8501 大阪市北区大淀南2丁目3-3
ザ・シンフォニーホール「シンフォニア」係

【お客様の個人情報の取り扱いについて】株式会社ザ・シンフォニーホールでは、次に掲げた内容にしたがって、個人情報の保護に努めてまいりま
す。○お客様からご提供いただいた個人情報については、個人情報に関する法令、規範に則り適正に管理いたします。○お客様からいただいた個
人情報は、以下の目的のみに使用し、それ以外には一切使用いたしません。（1）シンフォニア会員様への情報誌「シンフォニア」および関連する印
刷物の発送（2）ザ・シンフォニーホールで開催する催事をご案内する印刷物の発送（3）ホールなど施設の利用に関するご案内、ご連絡（4）ザ・シ
ンフォニーホールの事業、サービスの開発・改善を目的とした調査・研究のためのアンケートの送付・分析・データ集積（5）チケット予約販売に伴
う、ご本人確認およびご連絡（6）株式会社ザ・シンフォニーホールに関するご案内の発送○個人情報のご提供はご自身の意思でご本人様が行う
ものといたします。○お客様の個人情報を、適正かつ迅速に処理するため、その作業を外部の企業に委託して行うことがあります。その場合、委
託先において個人情報が安全に管理されるよう適切に監督します。

※手続き完了後、約2週間で会員番号のお知らせと、シンフォニア最新号をお送り致します。

シンフォニア会員にご登録いただきますと、先行予約のご利用、シンフォニアのお届け、
メールマガジンの受け取り等お得な特典をご利用いただけます。ぜひご登録ください！

シンフォニア会員登録方法

ザ・シンフォニーホール ホームページ
https://www.symphonyhall.jp/ からご登録下さい。
▼ ハガキでのご登録

▼ ＷＥＢサイトからのご登録

※携帯端末のメールアドレスをご登録いただく場合、受信設定をしている方はメールが受信できない場合がございます。「@
symphonyhall.jp」をドメイン指定受信して下さい。指定方法はご利用の携帯電話会社にお問い合わせください。

携帯・スマートフォン
をご使 用の方はこ
ちらからアクセスし
ていただけます。

登録費
年会費
 無料！

Sinfonia会員先行予約を開始する9月22日（木）～9月28日（水）の期間は、「お電
話」と「窓口」の営業時間を10:00～18:00とさせて頂きます。※上記以外の営業時間
は、お電話・窓口ともに11:00～16:00（火曜定休）とさせて頂きます。
※Sinfonia会員先行予約期間中は、電話・WEBのみのご予約となります。
※Sinfonia会員先行期間中にご予約されたチケットは、すべて郵送でのお届けとなります。
●電話：ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333（火曜定休）
新型コロナウイルス感染拡大の状況により、営業時間が変更となる場合がございます。
詳細はホームページをご確認ください。
●WEB：https://www.symphonyhall.jp/

9月のSinfonia会員先行予約について

手洗い・手指の消毒

こまめな手洗い、手指の消毒を
お願い致します。アルコール消毒
液がご利用頂けない方はご自身
で代替の除菌シート等をご準備
下さい

ご自席でのご鑑賞

他のお客様のお座席や、使用し
ていないお座席へのご移動は、
他のお客様のご迷惑となります
ので、固くお断り致します

●新型コロナウイルス接触確認アプリ
（COCOA）

●大阪コロナ追跡システム

厚生労働省が提供している、新型コロナウイルス接触確認アプリ（ＣＯＣＯＡ）のダウンロードに
ご協力をお願い致します

ご来場の際に、館内に掲示しているポスターのQRコードより、ご連絡先の登録をお願い致しま
す。公演ごとに、ご登録が必要です

iPhoneの方はこちら
App Store

Androidの方はこちら
Google Play
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ダニエル・バレンボイム指揮

ベルリン国立歌劇場管弦楽団
大阪公演

[指揮]ダニエル・バレンボイム
[管弦楽]ベルリン国立歌劇場管弦楽団

（シュターツカペレ・ベルリン）
-------------------------------------------------------------
ブラームス：交響曲 第1番 ハ短調 op.68／交響曲 第2番 ニ
長調 op.73
-------------------------------------------------------------
2022.12/3（土） 5:00PM
S 28,000円　A 24,000円　B 売切 （税込）
[お問い合わせ]ザ・シンフォニー チケットセンター
06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

世界的巨匠ダニエル・バレンボイムが30年に及び音楽監督を務めるベルリン国立歌劇場管弦楽団と
ザ・シンフォニーホールに17年ぶりに来日！今号では、巨匠バレンボイムの人となり、近況に迫るインタビューをお届けする。

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

ダニエル・バレンボイム指揮 ベルリン国立歌劇場管弦楽団 大阪公演 （シュターツカペレ・ベルリン）

（シュターツカペレ・ベルリン）

世界の巨匠とともに開館40周年記念シリーズ

発売中
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・
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イ
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リ
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Ｋ
Ｂ
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現
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来
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迎
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イ
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。
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テ
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。
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。
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イ
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。
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縮
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イ
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ザ
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ぶ
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Ｋ
Ｂ
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踏
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き
ど
こ
ろ
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
第
１
番
は
テ
ン
ポ
が
全
体
的
に
や

や
遅
め
で
、
落
ち
着
き
払
っ
た
〝
中
庸

の
美
〞
が
魅
力
。
細
部
に
至
る
ま
で
楽

譜
に
忠
実
で
、
奇
を
て
ら
っ
た
ト
レ
ン

ド
に
流
さ
れ
な
い
。
特
に
緩
徐
楽
章
は

〝
究
極
の
美
〞
と
言
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
う
し
た
音
楽
作
り
は

第
２
番
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
て
、
最

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
全
部
頭
に
入
っ

て
お
ら
れ
る
と
の
こ
と
。
そ
の
こ
と
は
、

音
楽
や
政
治
に
関
す
る
理
知
的
な
ス

ピ
ー
チ
の
数
々
か
ら
も
よ
く
わ
か
る
こ

と
で
し
ょ
う
」

　

中
村
氏
に
よ
る
と
、
そ
ん
な
バ
レ
ン

ボ
イ
ム
は
大
の
親
日
家
で
、
今
回
の
来

日
も
非
常
に
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
い

う
か
ら
嬉
し
い
限
り
だ
。

　
「『
演
奏
中
に
音
を
た
て
ず
、
演
奏
後

も
余
韻
を
楽
し
ん
で
か
ら
拍
手
を
贈
っ

て
く
れ
る
。
世
界
一
礼
儀
正
し
く
、
音

楽
を
わ
か
っ
て
い
る
の
が
日
本
人
で
、

そ
れ
は
ま
さ
に
日
本
文
化
の
賜
物
。
そ

ん
な
日
本
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
フ
ァ
ン

を
心
の
底
か
ら
尊
敬
し
て
い
る
』
と
、

バ
レ
ン
ボ
イ
ム
氏
は
常
々
と
仰
っ
て
い

ま
し
た
。
大
阪
公
演
が
本
当
に
楽
し
み

で
す
」

（
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

細
部
に
至
る
ま
で
楽
譜
に
忠
実
で
、

ト
レ
ン
ド
に
流
さ
れ
な
い

今
年
80
歳
と
は
思
え
な
い

パ
ワ
フ
ル
さ
に
驚
嘆

世
界
か
ら
称
賛
を
集
め
る
最
強
タ
ッ
グ
が
、

ザ
・シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
へ
17
年
ぶ
り
に
登
場
！

開館40周年記念シリーズ

©Deutsche Grammophon

©Monika Rittershaus

©Holger Kettner
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ゲルハルト・
オピッツ
プレミアム

ピアノ・リサイタル 
ピアノ界の巨匠による円熟の境地！

10年ぶりにザ・シンフォニーホールでリサイタル

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
国
や
地
域

ご
と
の
文
化
の
伝
統
的
な
様
式
感
は
か

な
り
曖
昧
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
ド
イ

ツ
と
フ
ラ
ン
ス
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
、

音
だ
け
で
確
実
に
聴
き
分
け
る
の
は
も

は
や
難
し
い
だ
ろ
う
。「
ド
イ
ツ
音
楽

の
真
髄
」
と
か
「
フ
ラ
ン
ス
音
楽
の
エ

ス
プ
リ
」
と
か
の
言
葉
が
、
も
し
こ
の

ま
ま
失
わ
れ
て
い
く
と
し
た
ら
寂
し
い
。

で
も
私
た
ち
に
は
オ
ピ
ッ
ツ
が
い
る
。

　

オ
ピ
ッ
ツ
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
中
心

は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
ブ
ラ
ー
ム
ス

を
核
と
す
る
ド
イ
ツ
音
楽
だ
。
け
っ
し

て
技
巧
を
ひ
け
ら
か
さ
な
い
渋
く
誠
実

な
音
は
、
揺
る
ぎ
な
い
ド
イ
ツ
音
楽
の

正
統
を
感
じ
さ
せ
る
。
師
で
あ
る
20
世

紀
の
大
巨
匠
ケ
ン
プ
か
ら
多
く
を
継
承

し
た
オ
ピ
ッ
ツ
だ
が
、
も
ち
ろ
ん
師
の

コ
ピ
ペ
な
ど
で
は
な
い
。
学
ん
だ
の
は

作
品
と
向
き
合
う
姿
勢
だ
ろ
う
。
ス
コ

ア
の
海
か
ら
作
曲
家
の
意
図
の
し
ず
く

を
丁
寧
に
掬
い
取
っ
て
、
知
性
と
理
性

で
生
命
を
吹
き
込
む
音
楽
作
り
。
私
た

ち
は
オ
ピ
ッ
ツ
の
ピ
ア
ノ
か
ら
、
古
め

か
し
い
〝
型
〞
で
は
な
く
、
現
代
に
息

づ
く
、
現
在
進
行
形
の
〝
生
き
た
伝
統
〞

を
受
け
取
る
の
だ
。
ま
さ
に
現
代
の
巨

匠
。
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
、
ラ
ヴ
ェ
ル
を
始

め
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
音
楽
や
、
20
世
紀

以
降
の
近
現
代
音
楽
も
積
極
的
に
が
ん

が
ん
弾
く
。
そ
こ
は
ケ
ン
プ
と
同
い
年

の
レ
ジ
ェ
ン
ド
だ
っ
た
ギ
ー
ゼ
キ
ン
グ

と
タ
イ
プ
が
似
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

日
本
人
の
愛
妻
を
持
つ
親
日
家
。
彼

が
今
年
も
帰
っ
て
来
る
。
ザ
・
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
の
リ
サ
イ
タ
ル
は
、

オ
ピ
ッ
ツ
の
代
名
詞
と
も
い
え
る
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
シ
ュ
ー
マ
ン
を
組
み
合

わ
せ
た
、
が
っ
つ
り
ド
イ
ツ
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
。「
ハ
イ
リ
ゲ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の

遺
書
」
の
頃
に
書
か
れ
た
《
テ
ン
ペ
ス

ト
》
と
《
ワ
ル
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
》
に
滲

む
生
と
芸
術
へ
の
決
意
。
子
供
の
心
を

失
わ
な
い
大
人
た
ち
の
た
め
の
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
《
子
供
の
情
景
》
と
、
シ
ュ
ー

マ
ン
の
空
想
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る

「
フ
ロ
レ
ス
タ
ン
」
と
「
オ
イ
ゼ
ビ
ウ
ス
」

が
妻
ク
ラ
ラ
へ
贈
っ
た
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ

タ
。《
テ
ン
ペ
ス
ト
》
に
現
れ
る
シ
ェ
イ

ク
ス
ピ
ア
の
象
徴
含
め
、〝
幻
想
〞
と
い

う
テ
ー
マ
も
見
え
隠
れ
す
る
。

　

現
在
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に

あ
る
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
の
う
ち
最
新
の

一
台
は
、
そ
の
選
定
を
オ
ピ
ッ
ツ
に
委

ね
た
楽
器
だ
。
２
０
１
７
年
12
月
、
来

日
中
の
オ
ピ
ッ
ツ
が
東
京
の
セ
レ
ク

シ
ョ
ン
ル
ー
ム
で
じ
っ
く
り
選
ん
だ
。

当
日
の
ゲ
ス
ト
ブ
ッ
ク
に
は
ド
イ
ツ
語

で
こ
う
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
私
の
お
気
に
入
り
の
、
ワ
ン
ダ
フ
ル

な
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
た
め

に
素
晴
ら
し
い
ピ
ア
ノ
を
選
び
ま
し
た
」

　

ホ
ー
ル
と
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
信
頼
を
物

語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
。
で
も
実
は
そ
の
ピ

ア
ノ
を
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で

弾
く
の
は
今
回
が
初
め
て
。愛
す
る
ホ
ー

ル
の
響
き
の
中
で
、
ふ
る
い
に
か
け
て

選
ん
だ
楽
器
と
再
会
す
る
。
い
つ
に
も

増
し
て
優
し
く
丹
念
に
、
骨
太
な
ド
イ

ツ
の
音
を
聴
か
せ
て
く
れ
る
は
ず
だ
。

（
文　

宮
本　

明
）

自
ら
が
選
定
し
た
ピ
ア
ノ
で
奏
で
る

正
統
派
ド
イ
ツ
音
楽

[ピアノ]ゲルハルト・オピッツ
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ベートーヴェン：ピアノ・ソナタ 第17番 ニ短調 op31-2 「テ
ンペスト」／ピアノ・ソナタ 第21番 ハ長調 op.53 「ワルト
シュタイン」／シューマン：「子供の情景」op.15／ピアノ・ソナ
タ 第1番 嬰ヘ短調 op.11
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

2022.11/19（土） 2:00PM
SS 10,000円　S 8,000円　A 6,000円 （税込）
[お問い合わせ]ザ・シンフォニー チケットセンター
06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

©Holger Kettner
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[指揮]チョン・ミン　[ピアノ]パク・ジェホン
[管弦楽]イタリア交響楽団
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ロッシーニ：歌劇「ブルスキーノ公」序曲／ベートーヴェン：ピアノ協奏曲 第3番 ハ短
調 op.37／ベートーヴェン：交響曲 第3番 変ホ長調 op.55 「英雄」
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2023.1/30（月） 7:00PM 
S 10,000円　A 8,000円　B 6,000円  C 4,000円
S席ペア券 18,000円 （税込） 
[お問い合わせ]日本アーティストチケットセンター 03-5305-4545
[主催]日本アーティスト／ザ・シンフォニーホール

　

約
４
年
ぶ
り
に
、
チ
ョ
ン
・
ミ
ン
＆

イ
タ
リ
ア
交
響
楽
団
が
来
日
す
る
。

　

チ
ョ
ン
・
ミ
ン
は
、
ザ
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ

ケ
ン
生
ま
れ
。
そ
れ
は
当
時
、
彼
の
父

親
で
あ
る
チ
ョ
ン
・
ミ
ョ
ン
フ
ン
が
ザ
ー

ル
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ン
放
送
交
響
楽
団
の
首

席
指
揮
者
を
務
め
て
い
た
か
ら
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
そ
の
後
、
チ
ョ
ン
・
ミ
ョ

ン
フ
ン
は
、
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
（
バ
ス

テ
ィ
ー
ユ
歌
劇
場
）
の
音
楽
監
督
に
就

任
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
ミ
ン
も
パ
リ
で

育
ち
、
ピ
ア
ノ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
コ

ン
ト
ラ
バ
ス
な
ど
の
演
奏
を
通
し
て
、

音
楽
の
基
礎
を
学
ん
だ
。
ソ
ウ
ル
国
立

大
学
校
で
は
ド
イ
ツ
文
学
と
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
を
専
攻
。

　

そ
し
て
、
チ
ョ
ン
・
ミ
ン
も
ま
た
父

親
と
同
じ
指
揮
者
の
道
を
歩
み
始
め

イタリア交響楽団Review

先行予約：9/22（木）　一般発売：9/25（日）

雄
大
か
つ
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な

演
奏
に
期
待

指
揮 

チ
ョ
ン・ミ
ン

ピ
ア
ノ 
パ
ク・ジ
ェ
ホ
ン

管弦楽 イタリア交響楽団

た
。
２
０
０
７
年
に
釡
山
の
ア
ロ
イ
シ

ウ
ス
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
指
揮
し
て

デ
ビ
ュ
ー
。
日
本
で
は
、
２
０
１
３
年

以
来
、 

東
京
フ
ィ
ル
と
共
演
を
重
ね
、

２
０
１
５
年
に
同
フ
ィ
ル
の
ア
ソ
シ
エ

イ
ト
・
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
に
就
任
し
た
。

ま
た
、
イ
タ
リ
ア
で
の
活
躍
が
顕
著
で
、

２
０
１
９
年
６
月
に
イ
タ
リ
ア
交
響
楽

団
と
日
本
ツ
ア
ー
を
行
い
、
成
功
に
導

い
た
。
現
在
、
同
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
首

席
客
演
指
揮
者
を
務
め
て
い
る
。

　

チ
ョ
ン
・
ミ
ン
の
指
揮
姿
は
、
コ
ン

ク
ー
ル
出
身
者
の
よ
う
な
洗
練
さ
れ
た

も
の
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

粗
削
り
で
個
性
的
で
あ
り
、
そ
の
分
、

彼
の
音
楽
は
面
白
い
。
筆
者
は
、
か
つ

て
彼
が
東
京
フ
ィ
ル
で
指
揮
し
た
、チ
ャ

イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
交
響
曲
第
５
番
や

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲
第
５
番「
運

命
」
な
ど
を
聴
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、

彼
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
よ
く
鳴
ら
し
、

堂
々
た
る
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
築
き
上
げ
て

い
た
。

　

来
年
１
月
の
イ
タ
リ
ア
交
響
楽
団
の

来
日
公
演
で
は
、
チ
ョ
ン
・
ミ
ン
が
得

意
と
す
る
イ
タ
リ
ア
音
楽
と
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
作
品
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま

れ
て
い
る
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響

曲
第
3
番
「
英
雄
」
で
は
、
雄
大
か
つ

ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
演
奏
を
聴
か
せ
て
く
れ

る
に
違
い
な
い
。

　

イ
タ
リ
ア
交
響
楽
団
は
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
国
境
に
近
い
北
部
イ
タ
リ
ア
に
あ

る
ト
レ
ン
テ
ィ
ー
ノ
＝
ア
ル
ト
・
ア
デ
ィ

ジ
ェ
州
（
ボ
ル
ツ
ァ
ー
ノ
と
ト
レ
ン
ト

が
二
大
都
市
）
を
本
拠
地
と
し
て
い
る
。

首
席
指
揮
者
は
、
グ
ス
タ
フ
・
ク
ー
ン

ら
を
経
て
、
現
在
、
オ
ッ
タ
ー
ヴ
ィ
オ
・

ダ
ン
ト
ー
ネ
が
務
め
て
い
る
。
そ
の
ほ

か
、
ア
バ
ド
、
ム
ー
テ
ィ
、
シ
ャ
イ
ー
、

ゼ
ッ
ダ
ら
、
イ
タ
リ
ア
を
代
表
す
る
指

揮
者
た
ち
と
共
演
。

　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア
ノ
協
奏

曲
第
３
番
で
独
奏
を
務
め
る
の
は
、

２
０
２
１
年
に
、
若
き
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ

も
優
勝
し
た
イ
タ
リ
ア
の
ブ
ゾ
ー
ニ
国

際
コ
ン
ク
ー
ル
で
第
１
位
を
獲
得
し
た
、

パ
ク
・
ジ
ェ
ホ
ン
。
韓
国
出
身
の
気
鋭

の
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
も
期
待
し
た
い
。

（
文　

山
田
治
生
）

イタリア交響楽団
Orchestra Haydn di Bolzano e Trento-Italia
チョン・ミン率いるイタリア交響楽団が4年ぶりに来演。
気鋭ピアニストの共演にも注目！

©Tiberio_Sorvillo

©上野隆文
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「
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
残

念
な
が
ら
開
催
延
期
に
…
」
と
い
う
言

葉
を
書
き
続
け
て
３
年
あ
ま
り
。
よ

う
や
く
こ
の
言
葉
を
使
わ
ず
、「
コ
ロ

ナ
禍
を
乗
り
越
え
て
、
音
楽
フ
ァ
ン
の

皆
様
に
朗
報
！
」
と
お
伝
え
で
き
る

機
会
が
少
し
ず
つ
戻
っ
て
き
た
。
今
回

は
ま
さ
に
そ
ん
な
嬉
し
い
お
知
ら
せ
！

２
０
２
０
年
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
開
催
を
ス
ト
ッ
プ
し
て
き
た
、
ザ
・

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
＆
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が

３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る
！

　

12
月
31
日
の
22
時
に
開
演
し
、
会
場

一
体
と
な
っ
て
新
た
な
年
へ
向
か
う
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
。
そ
し
て
、

１
月
１
日
の
午
後
３
時
に
幕
を
開
け
る

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
。
両
公
演

に
は
、
国
内
外
で
の
活
躍
が
目
覚
ま

し
い
角
田
鋼
亮
が
、
昨
年
の
ジ
ル
ベ
ス

タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
に
続
き
登
場
。
日
本

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交
響
楽
団
と
と
も
に
、

色
彩
豊
か
な
名
曲
を
演
奏
し
、
宴
を

リ
ー
ド
し
て
い
く
。
気
に
な
る
共
演
は
、

２
０
１
０
年
に
難
関
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
国
際

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
ピ
ア
ノ
部
門
で
日

本
人
初
優
勝
を
飾
っ
た
萩
原
麻
未
、
日

本
の
オ
ペ
ラ
界
を
担
う
樋
口
達
哉
（
テ

ノ
ー
ル
）
と
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
で
の
リ
サ
イ
タ
ル
で
大
阪
の
フ
ァ
ン

を
魅
了
し
た
砂
川
涼
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

と
い
う
豪
華
な
顔
ぶ
れ
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
盤
石
か
つ
渾
身
の

演
奏
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
コ
ル
サ
コ
フ

の
『
シ
ェ
エ
ラ
ザ
ー
ド
』
よ
り
〝
若
い

王
子
と
王
女
〞
や
、
ホ
ー
ル
に
高
ら
か

に
響
く
レ
ス
ピ
ー
ギ
「
ロ
ー
マ
の
松
」

よ
り
〝
ア
ッ
ピ
ア
街
道
の
松
〞。
プ
ッ

チ
ー
ニ「
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ド
ッ
ト
」よ
り〝
誰

も
寝
て
は
な
ら
ぬ
〞、「
マ
ノ
ン
・
レ
ス

コ
ー
」
よ
り
第
３
幕
へ
の
間
奏
曲
（
12

／
31
の
み
）な
ど
の
名
曲
が
多
数
並
び
、

新
春
を
迎
え
る
晴
れ
や
か
な
感
興
に
包

ま
れ
る
に
違
い
な
い
。
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
Ⅱ
世

「
美
し
く
青
き
ド
ナ
ウ
」（
１
／
1
の
み
）

と
い
っ
た
新
春
に
ふ
さ
わ
し
い
ワ
ル
ツ

も
加
わ
り
、
耳
に
も
心
に
も
麗
し
く
響

き
渡
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
今
回
は
バ
レ

エ
も
上
演
予
定
で
、
こ
の
上
な
く
贅
沢

な
ス
テ
ー
ジ
が
約
束
さ
れ
て
い
る
。

　

２
０
１
５
年
か
ら
恒
例
と
な
っ
て
い

た
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
＆
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
欧
米
の
音
楽
都
市
の

よ
う
な
ス
テ
ー
ジ
を
気
軽
に
味
わ
っ
て

も
ら
い
た
い
と
毎
年
豪
華
な
出
演
者
を

迎
え
て
開
催
し
て
き
た
。
そ
し
て 

〝
関

西
の
音
楽
界
を
活
気
づ
け
る
〞
と
い
う

変
わ
ら
な
い
使
命
の
も
と
、
３
年
ぶ
り

に
晴
れ
や
か
に
開
催
す
る
。

　

毎
年
恒
例
で
あ
っ
た
花
や
樽
酒
を
設

置
し
た
ロ
ビ
ー
の
正
月
仕
様
の
装
い
、

ス
テ
ー
ジ
で
の
鏡
開
き
、
祝
い
酒
の
提

供
も
予
定
し
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
も

ぜ
ひ
お
楽
し
み
に
‼（

文　

渡
辺
謙
太
郎
）

年末年始はザ・シンフォニーホールへ！

[司会]堀江政生（朝日放送テレビアナウンサー）
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
レハール：ワルツ「金と銀」／グノー：歌劇「ファウスト」より“宝石の歌”／ヴェルディ：歌劇「リゴレット」より“女心の
歌”／プッチーニ:歌劇『ラ・ボエーム』より“愛らしい乙女よ”／R.コルサコフ：交響組曲「シェエラザード」op.35
より 第3楽章“若い王子と王女”／ラフマニノフ：ピアノ協奏曲 第2番 ハ短調 op.18より第3楽章／ラヴェル：
ボレロ／プッチーニ：歌劇「ジャンニ・スキッキ」より“私のお父さん”／プッチーニ：歌劇「トゥーランドット」より“誰
も寝てはならぬ”／プッチーニ：歌劇「マノン・レスコー」より 第3幕への間奏曲（12/31のみ）／J.シュトラウスⅡ
世：ワルツ「美しく青きドナウ」 op.314（1/1のみ）／レスピーギ：交響詩「ローマの松」より“アッピア街道の松”
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2022.12/31（土） 10:00PM
2023.1/1（日） 3:00PM
両日　S 7,700円　A 6,600円　B 5,500円 （税込）
[お問い合わせ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333　[主催]ザ・シンフォニーホール

ザ・シンフォニーホール カウントダウン＆ニューイヤーコンサートReviewザ・シンフォニーホール カウントダウン＆ニューイヤーコンサートReview

先行予約：9/24（土）　一般発売：9/25（日）

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

３
年
ぶ
り
の
開
催
決
定
！

豪
華
出
演
者
と
と
も
に
年
越
し
を
！

晴れやかなシーンの数々を多くのお客様と分かち合いたい！

Count Down ConcertNew Year Concert

カウントダウンコンサート 
2022-2023

ニューイヤーコンサート
2023

祝い酒をご用意！ 新春の鏡開き！ 彩り溢れるロビー！ 名曲の玉手箱！

指
揮 

角
田
鋼
亮

テ
ノ
ー
ル 

樋
口
達
哉

ソ
プ
ラ
ノ 

砂
川
涼
子

管弦楽 日本センチュリー交響楽団

ピ
ア
ノ 

萩
原
麻
未

日本を代表するアーティストが集結！
壮麗な響きに新年への期待が高まる！

関西を元気に！
３年ぶりの開催決定！
念願のニューイヤーコンサートは、華やかに新年を彩るプログラム！

めくるめく名曲を堪能！

©Hoshi Hikaru©Masaharu Eguchi©Fukaya Yoshinobu©Marco Borggreve ©Yoshinobu Fukaya

※コロナウイルスの感染状況により、中止になる場合がございます。
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魅
力
と
し
て
欠
か
せ
な
い
の
が
、
歌
手

の
迫
力
あ
る
歌
声
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と

の
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
味
わ
え
る
豪
華
さ
。

今
年
は
、
粟
辻 

聡
（
2
回
目
の
出
演
）

指
揮
の
も
と
、
大
阪
交
響
楽
団
に
よ
る

色
彩
豊
か
な
演
奏
を
是
非
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
！

　

贅
沢
な
競
演
の
後
は
、〝
歌
合
戦
〞

恒
例
の
勝
負
の
行
方
が
決
ま
り
ま
す
。

審
査
員
の
他
、
お
客
様
も
投
票
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
※
入
場
時
に

皆
様
に
配
布
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

紅
・
白
の
両
面
使
用
と
な
っ
て
お
り
、

お
客
様
が〝
良
か
っ
た
！
〞と
思
う
チ
ー

ム
の
色
を
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
、
集
計
さ

れ
ま
す
）。毎
回
、悩
み
に
悩
む
審
査
員
、

お
客
様
の
様
子
も
緊
迫
感
と
期
待
感
が

あ
り
、
ド
キ
ド
キ
！
昨
年
は
白
組
が
勝

ち
ま
し
た
が
、
今
年
は
果
た
し
て
…
！

歌
声
や
表
現
力
に
よ
っ
て
、
違
っ
た
聴

き
ど
こ
ろ
を
堪
能
で
き
る
の
も
、
こ
の

シ
リ
ー
ズ
の
醍
醐
味
で
す
。
関
西
な

ら
で
は
の
明
る
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
、

凛
々
し
く
美
し
い
、
煌
び
や
か
な
衣
装

に
も
注
目
で
す
。

　

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
、
プ
ッ
チ
ー
ニ
、
ロ
ッ

シ
ー
ニ
な
ど
毎
年
、
聴
き
馴
染
み
が
あ

る
、
皆
が
大
好
き
な
オ
ペ
ラ
ア
リ
ア
の

名
曲
が
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
並
ん
で
き
ま

し
た
が
、
今
年
は
新
た
な
エ
ッ
セ
ン
ス

と
し
て
、『
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
』
よ
り
「
す
べ
て
の
山
に
登
れ
」

や
、『
ラ
・
マ
ン
チ
ャ
の
男
』
よ
り
「
見

果
て
ぬ
夢
」
と
い
う
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の

名
曲
や
、映
画
『
ゴ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ザ
ー
』

よ
り
「
愛
の
テ
ー
マ
」
な
ど
も
披
露
さ

れ
る
の
で
、
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
紅
白
オ
ペ
ラ
歌
合
戦
の

　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
年
末

の
風
物
詩
で
あ
る
「
オ
ー
ル
ス
タ
ー 

紅
白
オ
ペ
ラ
歌
合
戦
」。〝
関
西
の
音
楽

界
を
さ
ら
に
元
気
に
！
〞
を
モ
ッ
ト
ー

に
２
０
１
８
年
に
ス
タ
ー
ト
し
て
以

降
、
お
客
様
に
愛
さ
れ
続
け
、
今
年
で

５
回
目
を
迎
え
る
人
気
企
画
で
す
。

　

気
鋭
の
若
手
、
中
堅
か
ら
ベ
テ
ラ
ン

ま
で
、
関
西
オ
ペ
ラ
界
を
担
う
選
り
す

ぐ
り
の
歌
手
た
ち
が
一
堂
に
集
結
す
る

の
が
、
な
ん
と
も
豪
華
！
今
年
は
紅
組

10
名
、白
組
10
名
が
〝
オ
ペ
ラ
歌
合
戦
〞

の
名
の
も
と
に
、
紅
白
対
抗
形
式
で
歌

を
披
露
し
て
い
き
ま
す
。

ザ・シンフォニーホールの年末恒例
関西オペラ界を担う20名の歌手が集結！

熱き戦いは見逃せない！！

令和4年年越しスペシャル オールスター紅白オペラ歌合戦 2022Review

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
大
き
な
魅
力
は
、

若
手
、
ベ
テ
ラ
ン
、
中
堅
が
一
堂
に
会

し
、
オ
ペ
ラ
の
名
曲
を
１
度
に
聴
く
こ

と
が
で
き
る
と
こ
ろ
。
初
回
よ
り
キ
ャ

プ
テ
ン
を
務
め
、
紅
組
を
引
っ
張
っ

て
き
た
斉
藤
言
子
は
、「
毎
回
、
特
別

感
の
あ
る
ス
テ
ー
ジ
が
実
現
で
き
て
い

る
」「
若
手
の
こ
の
１
年
の
成
長
ぶ
り

を
見
る
の
も
楽
し
み
」
と
シ
リ
ー
ズ
に

つ
い
て
話
し
ま
す
。

　

ま
た
、
白
組
キ
ャ
プ
テ
ン
の
田
中 

勉
も
「
約
２
時
間
半
で
こ
れ
だ
け
の
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
を
堪
能
で
き
る
機
会
は
ほ

と
ん
ど
な
い
」「
若
い
世
代
の
オ
ペ
ラ

フ
ァ
ン
が
増
え
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を

込
め
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
の
斉
藤
、
田
中
の
他
に

今
年
は
、【
白
組
】
伊
藤
友
祐
、
大
谷

圭
介
．、
小
餅
谷
哲
男
、
西
尾
岳
史
、

桝 

貴
志
、
松
澤
政
也
、
湯
浅
貴
斗
【
紅

組
】梨
谷
桃
子
、並
河
寿
美
、堀
口
莉
絵
、

湯
浅 

契
と
い
う
過
去
に
本
シ
リ
ー
ズ

に
登
場
し
素
晴
ら
し
い
ス
テ
ー
ジ
を
見

せ
て
く
れ
た
歌
手
が
再
登
場
！
水
口
健

次
、
松
本
薫
平
、
田
中
友
輝
子
、
周
防

彩
子
、
畑 

友
実
子
、
十
合
翔
子
、
松

浦 

優
と
い
う
強
力
な
メ
ン
バ
ー
が
初

め
て
出
演
し
ま
す
。

　

周
知
の
と
お
り
、
実
力
派
歌
手
た
ち

に
よ
る
、
活
力
み
な
ぎ
る
歌
声
が
会
場

に
響
き
渡
れ
ば
、
一
瞬
に
し
て
お
客
様

の
心
を
掴
む
こ
と
、
間
違
い
な
し
！

　

そ
れ
ぞ
れ
の
歌
手
が
持
つ
個
性
あ
る

紅 白 PROGRAM PROGRAM 

2 0 2 2

オールスター令和4年年越しスペシャル

オペラ歌合戦
紅 白

十合翔子
ロッシーニ
歌劇『セヴィリアの理髪師』より
“今の歌声は”

湯浅貴斗
ロッシーニ

歌劇『セヴィリアの理髪師』より
“陰口はそよ風のように”

周防彩子
グノー
歌劇『ロメオとジュリエット』より
“私は夢に生きたい”

伊藤友祐
ロッシーニ

歌劇『セヴィリアの理髪師』より
“私は町の何でも屋”

畑 友実子
マスネ
歌劇『エロディアード』より
“彼は優しい人”

大谷圭介．
レオンカヴァッロ
歌劇「ザザ」より

“ザザ、かわいいジプシーの娘よ”

松浦 優
ビゼー
歌劇『カルメン』より
“何を恐れることがありましょう”

田中友輝子
サン＝サーンス
歌劇『サムソンとデリラ』より
“あなたの声に私の心は開く”

並河寿美
グノー
歌劇『ロメオとジュリエット』より
“ああ、なんという戦慄が”

西尾岳史
ヴェルディ

歌劇『オテッロ』より
“イヤーゴの信条”

湯浅 契
プッチーニ
歌劇『ラ・ボエーム』より
“私の名はミミ”

小餅谷哲男
ビゼー

歌劇『カルメン』より
“花の歌”

斉藤言子
リチャード・ロジャーズ
ミュージカル

『サウンド・オブ・ミュージック』より
“すべての山に登れ”

松澤政也
ニーノ・ロータ

映画『ゴッドファーザー』より
“愛のテーマ”

松本薫平
プッチーニ

歌劇『トゥーランドット』より
“誰も寝てはならぬ”

田中 勉
ヴェルディ

歌劇『リゴレット』より
“悪魔め鬼め”

梨谷桃子
プッチーニ
歌劇『蝶々夫人』より
“ある晴れた日に”

水口健次
レオンカヴァッロ

歌劇「道化師」より
“衣装をつけろ”

堀口 莉絵
ヴェルディ
歌劇『サン＝ボニファチオ伯爵オベル
ト』より
“誰がこの熱き思いを戻してくれるのか”

桝 貴志
ミッチ・リー

ミュージカル「ラ・マンチャの男」より
“見果てぬ夢”

CAPTAIN
CAPTAIN

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

[指揮]粟辻 聡
[管弦楽]大阪交響楽団
[司会]堀江政生（朝日放送テレビ）、八塚彩美（朝日放送テレビ）
-----------------------------------------------------------------------
2022.12/22（木） 6:30PM
S 8,800円　A 7,700円 （税込）
[お問い合わせ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]一般財団法人ザ・シンフォニーホール芸術文化振興財団
公益社団法人大阪交響楽団
[後援]一般社団法人日本クラシック音楽事業協会

先行予約：9/24（土）　一般発売：9/25（日）

オ
ペ
ラ
が
好
き
、ク
ラ
シ
ッ
ク
が
好
き
、

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
が
好
き
。

す
べ
て
の
お
客
様
に
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
こ
と
を
願
っ
て
。
決
戦
は
12
月
22
日

に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
―
―

指揮  粟 辻  聡 管弦楽  大 阪 交 響 楽 団

こ
れ
を
見
ず
し
て
年
は
越
せ
な
い
――

今
年
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
曲
も
披
露
！

勝
負
を
決
め
る
の
は
、会
場
の
お
客
様
!!

今
年
も
開
催
決
定
！

日
本
の
日
の
出
を
願
う一大
公
演
！

年
末
に
ふ
さ
わ
し
い

〝
特
別
感
〟あ
る
コ
ン
サ
ー
ト

歌
声
、表
現
力
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

違
っ
た
聴
き
ど
こ
ろ
を
堪
能
で
き
る

オ
ペ
ラ
ア
リ
ア
に
加
え
、新
た
に

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
名
曲
も
！

紅
か
白
か
!? 

勝
負
の
行
方
を

決
め
る
の
は
会
場
の
お
客
様
！
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　世界的指揮者・秋山和慶が、日本センチュリー交響楽団の優美で

しなやかなサウンドと共に贈るフランス音楽の世界。

　オープニングを彩るのは、ベルリオーズ「ローマの謝肉祭」序

曲。華やかに始まり、郷愁を経て、最後は熱狂へという構成と豊か

な色彩感は、秋山の持ち味である均整美を味わうのに打ってつけ。

　続くドビュッシー「牧神の午後への前奏曲」では、淡い美しさより

も、音の立体性を明確に描き出すであろう秋山流の解釈によって、

フルート、オーボエ、ホルンといった管楽器のソロが鮮やかに活

躍。日本センチュリー交響楽団の名手たちの魅力が個性豊かに際

立つことが予想される。

　そしてラストのベルリオーズ「幻想交響曲」。作曲家自身がつけ

た標題に沿って音楽が進行していくという、これまでにない新機軸

で描かれた、西洋音楽史に残る革命的な作品だ。ハイドンの交響

曲が流行し、ベートーヴェンの交響曲ですら斬新だった作曲当時の

瑞々しい感動。秋山＆日本センチュリー交響楽団の端正で見通しの

よい解釈で聴くことは、それを正しく知るのに最良な体験となるに

違いない。

（文　渡辺謙太郎）

　ヨーロッパの歌劇場を中心に長年キャリアを重ね、ドイツ音楽

のスペシャリストとして君臨する飯守泰次郎。バイロイト音楽祭の

元音楽総監督ヴォルフガング・ワーグナーが「飯守こそドイツ語で

“Kapel lmeister（カペルマイスター）”と呼ぶにふさわしく、そこ

にはマエストロという言葉以上に大きな尊敬の念が込められてい

る」と評したことからも、その実力は折り紙付きだ。

　そんな飯守が２００１年より常任指揮者を務め、２０１１年より桂

冠名誉指揮者を務める関西フィルハーモニー管弦楽団。

　この黄金コンビで贈るドイツ音楽の夕べは、贅沢の極みと言える

ひとときとなるに違いない。

　幕開けのワーグナー歌劇「タンホイザー」序曲は、飯守の十八番

のひとつ。濃密さとしなやかさが絶妙にバランスした運びが描く、

美しい虹のアーチに期待が高まる。

　そして、ブルックナーの交響曲第4番「ロマンティック」。高名な

音楽評論家ヒューエル・タークイも激賞した「伝統的に必要とされ

る温かみを保持しながら、同時に大胆なほど独創的である」という

世界が、さらなる深みを湛えて彫琢されることだろう。

（文　渡辺謙太郎）

Best of Orchestra 
ザ・シンフォニーホールの開館 4 0 周年を記念した、

関西4オーケストラとのコラボレーション企画。

トップバッターを飾った大阪 交 響 楽団は、

オール・バーンスタイン・プログラムでホールの4 0 周年を祝福してくれた。

各 楽団の魅力溢れるスペシャルプログラムは、次回へ続く――。

ザ・シンフォニーホール開館40周年記念

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

×関西4オケスペシャルコンサート

日本センチュリー交響楽団 関西フィルハーモニー管弦楽団
PICK UP! PICK UP!

オール・フランス・プログラムで魅せる、優美でしなやかなサウンド ドイツ音楽のスペシャリストが指揮する、深みある贅沢なひととき

公演終了

2022. 11/3（木・祝） 2:00PM 開演 2022. 10/20（木） 7:00PM 開演

大阪交響楽団関西フィルハーモニー管弦楽団日本センチュリー交響楽団大阪フィルハーモニー交響楽団
躍動！ 気鋭 原田慶太楼の
バーンスタイン

感動！
飯守泰次郎
渾身のブルックナー

円熟！
秋山和慶の
フランス音楽

華麗!!
尾高忠明の緻密な

「英雄の生涯」 [指揮]原田慶太楼
[ソプラノ]森谷真理　[バリトン]大西宇宙
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
バーンスタイン：交響曲 第1番「エレミア」／ウエスト・サイ
ド・ストーリー「演奏会用組曲」第1番／「ウエスト・サイド・ス
トーリー」より“シンフォニックダンス”　ほか
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

[指揮]飯守泰次郎
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ワーグナー:歌劇「タンホイザー」序曲／ブルックナー:交響
曲 第4番「ロマンティック」
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

[指揮]秋山和慶
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ベルリオーズ:「ローマの謝肉祭」序曲／ドビュッシー:牧神
の午後への前奏曲／ベルリオーズ:幻想交響曲
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

[指揮]尾高忠明
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ベートーヴェン:交響曲 第5番「運命」／R.シュトラウス:交
響詩「英雄の生涯」
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

各公演　S 7,500円　A 6,500円　B 5,500円 （税込）[お問い合わせ]ザ•シンフォニー チケットセンター　06-6453-2333　[主催]ザ•シンフォニーホール

2022.8/28（日）2:00PM _ Vol.12022.10/20（木）7:00PM _ Vol.22022.11/3（木・祝）2:00PM _ Vol.32023.1/29（日）2:00PM _ Vol.4

発売中発売中発売中

指
揮 

飯
守
泰
次
郎

指
揮 

秋
山
和
慶
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50年の伝統ある名門アカペラグループ
聴きなじみのある〝あの大好きな曲〟を
続々披露！

[出演]ザ•キングズ•シンガーズ
------------------------------------------------------
アイルランド民謡:ダニーボーイ／イギリス民謡:グリー
ンスリーブス／レノン＆マッカートニー:イエスタデイ／
グルーバー:きよしこの夜／バーリン:ホワイトクリスマ
ス　ほか
------------------------------------------------------
2022.12/15（木） 7:00PM 
全席指定 10,000円 （税込） 
[お問い合わせ]ザ•シンフォニー チケットセンター
06-6453-2333
[主催]ザ•シンフォニーホール

ザ・シンフォニーホールのス
テージ袖には、これまで来演し
た世界のアーティストのステッ
カーが貼られている。壁一面の
ステッカーの中から発見した
1990年初頭のザ・キングズ・
シンガーズのステッカー。もち
ろんメンバーは現在と異なる
が、受け継がれてきた唯一無二
のハーモニーをお楽しみに！

　

合
唱
王
国
イ
ギ
リ
ス
を
代
表
す
る
名

門
ア
カ
ペ
ラ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
シ
ー
ン

の
頂
点
に
君
臨
し
て
い
る
ザ
・
キ
ン
グ

ズ
・
シ
ン
ガ
ー
ズ
が
、
こ
の
冬
ザ
・
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
来
演
す
る
。

　

１
９
６
８
年
に
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学

キ
ン
グ
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
の
学
生
６
人
に

よ
っ
て
結
成
さ
れ
て
以
来
、
数
度
に
わ

た
る
メ
ン
バ
ー
交
代
を
経
て
活
動
歴
は

50
年
以
上
！
メ
ン
バ
ー
は
伝
統
あ
る
キ

ン
グ
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
の
プ
レ
ス
ク
ー
ル

の
合
唱
団
員
出
身
が
多
く
、
グ
ル
ー
プ

加
入
の
際
に
は
、
歌
曲
の
豊
富
な
知
識

や
高
い
歌
唱
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

声
質
や
声
量
の
バ
ラ
ン
ス
が
他
の
メ
ン

バ
ー
と
合
う
か
、
性
格
面
や
考
え
方
が

一
致
す
る
か
も
含
め
て
、
ト
ー
タ
ル
な

[ヴァイオリン]古澤 巖
[弦楽アンサンブル]ベルリン・フィルハーモニック ストリングス
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ロベルト・ディ・マリーノ：マリーノコンチェルト「第７番」／ホアキン・ロドリーゴ：アラ
ンフェス協奏曲／クリスマスソング　ほか
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2022.12/13（火） 2:00PM
S 8,000円　Ａ 6,500円　U25 3,000円 （税込）
※U25は一般発売よりチケットぴあのみで発売
[お問い合わせ]キョードーインフォメーション 0570-200-888
[主催]ジェイ・ツー／NHKエンタープライズ／ザ・シンフォニーホール

The
King’s
Singers

古澤 巖×ベルリン・フィルハーモニック ストリングス「愛のクリスマス」Reviewザ•キングズ•シンガーズ コンサートReview

先行予約：9/22（木）　一般発売：10/7（金）

COLUMN

天
に
も
昇
る
よ
う
な

美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

ザ・キングズ・シンガーズ コンサート

今
年
も〝
ク
リ
ス
マ
ス
〟〝
愛
〟に

溢
れ
た
名
曲
が
盛
り
だ
く
さ
ん

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン 

古
澤 

巖

弦楽アンサンブル ベルリン・フィルハーモニック ストリングス

　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
冬
の

恒
例
と
な
っ
て
い
る
、
古
澤
巖
と
ベ
ル

リ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク 

ス
ト
リ

ン
グ
ス
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
が
今
年

も
決
定
し
た
。

　

古
澤
巖
と
い
え
ば
、
５
月
の
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｓ
ｙ
ｍ
ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｙ　

Ｈ
ａ
ｌ
ｌ 

Ｂ
ｉ

ｇ　

Ｂ
ａ
ｎ
ｄ
公
演
に
て
「
デ
ィ
ス
コ
」

を
テ
ー
マ
に
、
ア
ー
ス
・
ウ
イ
ン
ド
＆

フ
ァ
イ
ア
ー
の
〈
セ
プ
テ
ン
バ
ー
〉
や

ア
バ
の
〈
ダ
ン
シ
ン
グ
・
ク
イ
ー
ン
〉

と
い
っ
た
ヒ
ッ
ト
チ
ュ
ー
ン
が
飛
び
出

し
、
ホ
ー
ル
が
巨
大
ダ
ン
ス
・
フ
ロ
ア

と
化
す
な
か
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ゲ
ス
ト

と
し
て
颯
爽
と
登
場
し
、
ノ
リ
ノ
リ
で

弾
き
こ
な
し
て
会
場
を
大
い
に
盛
り
上

げ
た
の
も
、
記
憶
に
新
し
い
。

　

現
在
も
Ｂ
Ｓ
テ
レ
東
な
ど
で
好
評
放

送
中
の
「
D
の
旋
律
」
で
も
、
日
本
の

社
交
ダ
ン
ス
界
の
ト
ッ
プ
・
プ
ロ
と
共

演
す
る
姿
が
印
象
的
だ
が
、
そ
れ
は
凄

腕
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
と
し
て
の
、
彼

の
ご
く
一
面
に
過
ぎ
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
に
多
彩
な
ユ
ニ
ッ
ト
を
い

く
つ
も
結
成
し
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の

音
楽
を
奏
で
て
き
た
古
澤
。
年
間
ト
ー

タ
ル
で
１
５
０
も
の
ス
テ
ー
ジ
を
こ
な

し
、
洗
足
学
園
音
楽
大
学
の
客
員
教
授

も
務
め
る
な
ど
マ
ル
チ
に
活
躍
中
だ
。

　

そ
ん
な
超
多
忙
な
古
澤
に
と
っ
て
も

重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
の
が
、
こ
の
企

画
、
名
門
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
管
弦
楽
団
の
選
抜
メ
ン
バ
ー
と
の

共
演
に
よ
る
ツ
ア
ー
だ
ろ
う
。
今
年
も

テ
ー
マ
に
因
ん
で
〝
ク
リ
ス
マ
ス
〞
そ

し
て
〝
愛
〞
に
溢
れ
た
名
曲
を
盛
り
だ

く
さ
ん
で
お
届
け
し
て
い
く
。

　

特
に
ホ
ア
キ
ン
・
ロ
ド
リ
ー
ゴ
作
曲

の
「
ア
ラ
ン
フ
ェ
ス
協
奏
曲
」
に
は
注

目
必
至
。
あ
の
ギ
タ
ー
の
た
め
の
名
曲

が
極
上
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
よ
っ
て
ど

の
よ
う
に
奏
で
ら
れ
る
の
か
を
楽
し
み

に
し
た
い
。
そ
し
て
イ
タ
リ
ア
の
現
代

作
曲
家
ロ
ベ
ル
ト
・
デ
ィ
・
マ
リ
ー
ノ

が
書
き
上
げ
る
新
作
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
も

こ
の
企
画
に
不
可
欠
の
定
番
作
品
。
今

回
は
待
望
の
「
第
７
番
」
が
披
露
さ
れ

る
予
定
だ
。
４
月
に
は
メ
ン
バ
ー
と
の

収
録
を
含
む
新
作
ア
ル
バ
ム『
コ
ン
チ
ェ

ル
ト
〜
海
〜 

Ｖ
Ｉ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｎ 

Ｃ
Ｏ
Ｎ

Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
Ｏ 

Ｎ
ｏ
．６ 

Ｉ
Ｌ 

Ｍ
Ａ
Ｒ

Ｅ
』
も
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
ば
か
り
な
の

で
、
こ
れ
を
聴
き
な
が
ら
胸
膨
ら
ま
せ

つ
つ
待
ち
た
い
！

　

使
用
楽
器
は
、
ス
ト
ラ
デ
ィ
・
ヴ
ァ

リ
ウ
ス
の
中
で
も
最
も
高
価
な
作
品
の

ひ
と
つ
と
言
わ
れ
る
１
７
１
８
年
製
の

「
サ
ン
・
ロ
レ
ン
ツ
ォ
」。

　

こ
の
名
器
に
よ
っ
て
紡
が
れ
る
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
、
そ
し
て
艶
の
あ
る
響
き
を

聴
く
こ
と
が
で
き
る
こ
の
好
機
を
お
見

逃
し
な
く
！

（
文　

東
端
哲
也
）

面
で
調
和
す
る
歌
手
が
選
抜
さ
れ
る
と

い
う
。

　

来
日
コ
ン
サ
ー
ト
の
他
に
も
日
本
の

令
和
を
祝
う
特
別
演
奏
会
に
出
席
す
る

な
ど
、
日
本
と
の
関
わ
り
が
と
て
も
深

く
親
日
家
で
も
あ
る
彼
ら
。
メ
ン
バ
ー

の
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
は
お
母

さ
ん
が
日
本
人
、
お
父
さ
ん
が
イ
ギ
リ

ス
人
の
ハ
ー
フ
で
、
他
の
メ
ン
バ
ー
と

の
日
本
の
架
け
橋
の
役
割
も
果
た
し
て

い
る
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
他
メ
ン
バ
ー
が

ジ
ュ
リ
ア
ン
か
ら
教
わ
っ
た
日
本
語
で

簡
単
な
曲
の
説
明
を
行
う
シ
ー
ン
も
！

　

今
冬
の
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

公
演
で
は
、
こ
の
季
節
に
ぴ
っ
た
り
の

ク
リ
ス
マ
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
披
露
さ

れ
る
。「
き
よ
し
こ
の
夜
」「
ホ
ワ
イ
ト

ク
リ
ス
マ
ス
」
を
は
じ
め
と
し
た
定
番

曲
に
加
え
、
昔
の
イ
ギ
リ
ス
の
ク
リ
ス

マ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
の
数
々
。
イ
ギ
リ
ス

民
謡
「
グ
リ
ー
ン
ス
リ
ー
ブ
ス
」、
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
民
謡「
ダ
ニ
ー
ボ
ー
イ
」な
ど
、

心
も
体
も
温
め
て
く
れ
る
よ
う
な
、
心

地
よ
い
歌
声
に
期
待
し
た
い
。　
　

　

さ
ら
に
は
、
過
去
に
Ｃ
Ｄ
が
大
ヒ
ッ

ト
し
た
彼
ら
独
自
の
ア
カ
ペ
ラ
編
曲
版

の
ザ
・
ビ
ー
ト
ル
ズ
「
イ
エ
ス
タ
デ
イ
」

「
ペ
ニ
ー
レ
ー
ン
」
も
楽
し
み
だ
が
、
今

回
の
た
め
に
久
石
譲
に
委
嘱
し
た
平
和

を
テ
ー
マ
と
し
た
新
作
や
、
木
下
牧
子

の「
あ
し
た
の
う
た
」な
ど
、様
々
な
ジ
ャ

ン
ル
の
超
盛
り
だ
く
さ
ん
の
ナ
ン
バ
ー

に
も
注
目
だ
。

　

こ
れ
ま
で
ア
メ
リ
カ
や
ア
ジ
ア
、オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
南
米
各
地
な
ど
で
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
い
、
年
間
１
０
０
万
人
以

上
の
観
客
動
員
を
誇
る
超
人
気
者
の
彼

ら
。
天
に
も
昇
る
よ
う
な
気
持
ち
良
く
、

美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
堪
能
し
に
、
是

非
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

素敵なクリスマスムードを
さらに高める優美なアンサンブルが
今冬もザ・シンフォニーホールに響く！

古澤 巖×
ベルリン・フィルハーモニック
ストリングス

「愛のクリスマス」

発売中
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２
０
１
６
年
の
結
成
以
降
、
精
力
的

に
シ
リ
ー
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
を
重
ね
て
、

着
実
に
フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
き
た
Ｔ
ｈ

ｅ 

Ｓ
ｙ
ｍ
ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｙ 

Ｈ
ａ
ｌ
ｌ 

Ｂ

ｉ
ｇ 

Ｂ
ａ
ｎ
ｄ
（
以
下
Ｔ
Ｓ
Ｈ
Ｂ
Ｂ
）。

結
成
か
ら
６
年
、
18
回
目
と
な
る
シ

リ
ー
ズ
公
演
の
開
催
が
10
月
７
日
に

迫
っ
て
い
る
。

　

Ｔ
Ｓ
Ｈ
Ｂ
Ｂ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
そ
れ

ぞ
れ
が
自
身
の
バ
ン
ド
を
率
い
て
各
方

面
で
活
躍
す
る
な
ど
、
多
く
の
ス
テ
ー

ジ
経
験
を
持
っ
て
い
る
。
今
回
は
、
そ

ん
な
百
戦
錬
磨
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
16
人
に

よ
る
、最
強
の
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
だ
。
個
々

の
プ
レ
イ
が
際
立
ち
、
そ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
何
倍
に
も
膨
れ
上
が
る
―
―
。

毎
回
Ｔ
Ｓ
Ｈ
Ｂ
Ｂ
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
後

に
は
、
パ
ワ
ー
を
注
入
し
た
お
客
様
の

晴
れ
や
か
な
表
情
が
印
象
的
だ
。
今
回

も
ま
た
、
ジ
ャ
ズ
の
新
た
な
魅
力
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
素
敵
な
一
夜

が
約
束
さ
れ
て
い
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
タ
イ
ト
ル
に
冠
し

た
〝
超
王
道
〞
の
名
の
と
お
り
、
人

気
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ナ
ン
バ
ー
ば
か
り

だ
。
ス
ウ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
ズ
の
代
表
曲「
シ

ン
グ
・
シ
ン
グ
・
シ
ン
グ
」、
ア
レ
ン
ジ

に
よ
っ
て
表
情
を
変
え
る
と
こ
ろ
が
プ

レ
イ
ヤ
ー
か
ら
も
愛
さ
れ
続
け
て
い
る

「
枯
葉
」、
ジ
ャ
ズ
の
王
道
の
代
名
詞
と

い
え
る
「
Ａ
列
車
で
行
こ
う
」、
美
し

い
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
変
拍
子
の
マ
ッ
チ
ン

グ
に
聴
き
惚
れ
る
「
テ
イ
ク
・
フ
ァ
イ

ブ
」
な
ど
、〝
ベ
ス
ト
・
オ
ブ
・
ベ
ス
ト
〞

を
一
挙
に
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

も
ち
ろ
ん
人
気
曲
ば
か
り
と
い
う
だ

け
で
な
く
、 

Ｔ
Ｓ
Ｈ
Ｂ
Ｂ
の
特
色
を
存

分
に
味
わ
え
、
毎
回
好
評
の
ア
レ
ン
ジ

が
加
わ
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
興
奮
と
感

動
が
湧
き
上
が
る
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
れ

に
加
え
て
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
で
聴
く
彼
ら
の
生
演
奏
は
、
格
別
で

唯
一
無
二
の
も
の
で
あ
る
こ
と
も
、
自

信
を
持
っ
て
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
。

　

秋
と
い
う
季
節
も
相
ま
っ
て
よ
り

い
っ
そ
う
盛
り
上
が
る
ジ
ャ
ズ
！
コ
ン

サ
ー
ト
の
最
初
か
ら
最
後
ま
で
、
一
瞬

も
聴
き
逃
し
た
く
な
い
、
心
に
迫
る
ス

テ
ー
ジ
を
存
分
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。

[指揮]喜多弘悦　[演奏]The Symphony Hall Super Brass
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

『スター•ウォーズ』より／『タイタニック』より／『パイレーツ•オブ•カリビアン』より／『ミッショ
ン:インポッシブル』より／『ジュラシック•パーク』より／『ロッキー』よりロッキーのテーマメド
レー　ほか
--- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2022.10/25（火） 7:00PM 
全席指定 6,600円 （税込） 
※4歳以上のお子様から入場可能です。
[お問い合わせ]ザ•シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ•シンフォニーホール

[演奏]The Symphony Hall Big Band
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
A列車で行こう／シング•シング•シング／スペイン／スターダスト／枯
葉／テイク•ファイブ／チュニジアの夜／オン•ザ•サニー•サイド•オブ•
ザ•ストリート　ほか
-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2022.10/7（金） 7:00PM 
全席指定 7,500円 （税込） 
[お問い合わせ]大阪アートエージェンシー
06-6372-4583
[主催]ザ•シンフォニーホール

　

名
作
映
画
に
は
必
ず
と
言
っ
て
い
い

ほ
ど
、
印
象
的
な
テ
ー
マ
曲
が
あ
る
。

そ
の
音
楽
を
聴
け
ば
、
す
ぐ
に
映
画
の

ワ
ン
シ
ー
ン
を
思
い
出
す
。
感
動
的
な

映
画
の
シ
ー
ン
は
、
音
楽
が
加
わ
る
こ

と
で
、
さ
ら
に
人
の
心
に
響
き
、
い
つ

ま
で
も
素
晴
ら
し
い
記
憶
と
し
て
ず
っ

と
心
に
息
づ
い
て
い
る
。
映
画
と
音
楽

ワールド・シネマミュージック・セレクション by The Symphony Hall Super BrassReview The Symphony Hall  Big Band Vol.18 ザ・メジャーReview

名
作
映
画
の
テ
ー
マ
と
光
の
ア
ー
ト
が

作
る
、魅
惑
の
空
間
！

百
戦
錬
磨
の
16
人
に
よ
る
、

最
強
の
オ
ン
ス
テ
ー
ジ

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

の
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
は
、
改
め

て
す
ご
い
！

　

10
月
に
開
催
す
る
『
ワ
ー
ル
ド
・
シ

ネ
マ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
』

は
、
世
界
中
の
人
々
を
感
動
さ
せ
た
名

作
洋
画
の
名
テ
ー
マ
ば
か
り
を
お
届
け

し
て
い
く
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、『
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー

ズ
』、『
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
』、『
パ
イ
レ
ー
ツ・

オ
ブ
・
カ
リ
ビ
ア
ン
』、『
ロ
ッ
キ
ー
』、

『
ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
・
パ
ー
ク
』
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
物
語
を
彩
っ
た
テ
ー
マ
曲
。

す
べ
て
が
不
朽
の
作
品
ば
か
り
で
、
タ

イ
ト
ル
を
聞
く
だ
け
で
も
う
、〝
あ
の

曲
〞
が
頭
の
中
を
駆
け
め
ぐ
る
。
ハ
ラ

ハ
ラ
、
ド
キ
ド
キ
、
せ
つ
な
さ
、
ス
リ

リ
ン
グ
さ
あ
り
、
聴
け
ば
誰
で
も
物
語

の
主
人
公
に
な
っ
た
よ
う
な
気
分
に
な

る
、
生
演
奏
に
ぜ
ひ
注
目
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

演
奏
は
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
と
Ｏ
ｓ
ａ
ｋ
ａ 

Ｓ
ｈ
ｉ
ｏ
ｎ 

Ｗ
ｉ
ｎ

ｄ 

Ｏ
ｒ
ｃ
ｈ
ｅ
ｓ
ｔ
ｒ
ａ
の
共
同
企
画

で
今
年
７
月
に
デ
ビ
ュ
ー
公
演
を
行
っ

た
ば
か
り
の
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｓ
ｙ
ｍ
ｐ
ｈ
ｏ
ｎ

ｙ　

Ｈ
ａ
ｌ
ｌ 

Ｓ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ 

Ｂ
ｒ
ａ

ｓ
ｓ
だ
。
Ｓ
ｈ
ｉ
ｏ
ｎ
と
関
西
の
実
力

派
奏
者
が
集
ま
っ
た
大
編
成
の
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
な
ら
で
は
の
迫
力
満
点
の
演
奏

が
、
映
画
の
世
界
観
、
テ
ー
マ
曲
の
魅

力
を
存
分
に
映
し
出
す
こ
と
だ
ろ
う
。

　

ま
た
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
も
付
い
て

く
る
！ 

ホ
ー
ル
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
中
央
に
し
、
変
幻

自
在
の
光
の
ア
ー
ト
が
大
パ
ノ
ラ
マ
で

描
か
れ
る
と
、
圧
巻
！
そ
こ
に
映
画
音

楽
が
マ
ッ
チ
ン
グ
す
れ
ば
、
ま
る
で
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
堪
能
し
て
い
る
よ
う

な
、
魅
惑
の
空
間
が
待
ち
受
け
て
い
る

だ
ろ
う
。　

　

さ
ら
に
、
た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
楽

し
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
４

歳
以
上
の
お
子
様
か
ら
入
場
可
能
！
ど

の
世
代
の
お
客
様
に
も
感
動
し
て
も
ら

え
る
独
創
性
が
光
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
お

見
逃
し
な
く
！

ワールド
シネマミュージック
セレクション

ジャズの王道プログラム
ザ・メジャー

Music Director 菊池寿人
ザ・シンフォニーホール・ビッグ・バンド

発売中 発売中

『スター・ウォーズ』、『タイタニック』、『ロッキー』など
大ヒット映画のテーマ曲を続々披露！

音楽ファンも映画ファンも注目！
圧巻の大パノラマで

ワクワク、ドキドキの世界へ

～cooperate w
ith Osaka Shion Wind Orchestra～

BY

きらび
やかな

光のア
ートで

さらに
楽しい！

プロジ
ェクショ

ンマッピ
ング

付き！

秋に聴きたいジャズの名曲決定版！ 精鋭16名がスウィングする！

Vol.18

1415 SinfoniaSinfonia



[ソプラノ]幸田浩子　[ピアノ]藤満 健
------------------------------------------------------------
この道／野薔薇／からたちの花／曼珠沙華／薔薇の花に心をこめ
て／ちいさい秋みつけた／美しい秋／宵待草／里の秋／浜辺の歌
／初恋／平城山／ふるさとの／美しき日本のうた 2022〈ピアノ•
ソロ〉（編曲:藤満 健）／見上げてごらん夜の星を／ゴンドラの唄／
遠くへ行きたい　ほか
------------------------------------------------------------
2022.10/9（日） 2:00PM 
全席指定 4,400円 （税込） 
[お問い合わせ]ザ•シンフォニー チケットセンター
06-6453-2333
[主催]ザ•シンフォニーホール

　

日
本
の
オ
ペ
ラ
シ
ー
ン
を
リ
ー
ド
し

て
き
た
ソ
プ
ラ
ノ
の
幸
田
浩
子
。
と
く

に
澄
み
き
っ
た
清
ら
か
な
声
と
、
あ
ら

ゆ
る
音
域
を
そ
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
声
で

安
定
的
に
満
た
す
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
は
、

彼
女
に
か
な
う
歌
手
は
い
な
い
。　

　

こ
う
し
た
声
と
歌
唱
力
は
、
じ
つ
は

日
本
語
の
歌
に
も
お
お
い
に
活
か
さ
れ

る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
美
し
い
日
本
の

歌
の
数
々
が
、
幸
田
に
歌
わ
れ
る
の
を

待
ち
望
ん
で
い
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。

　

事
実
、
幸
田
は
歌
声
が
美
し
い
の
は

も
ち
ろ
ん
だ
が
、
彼
女
が
歌
う
日
本
語

が
ま
た
美
し
い
。
そ
れ
は
幸
田
が
ど
ん

な
と
き
も
一
音
一
音
を
大
切
に
歌
っ
て

い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

日
本
語
が
欧
米
の
言
語
と
も
っ
と
も

異
な
る
の
は
、
カ
ナ
で
表
し
た
と
き
の

一
文
字
が
一
拍
を
構
成
す
る
と
い
う
点

だ
ろ
う
。
日
本
語
に
は
五
十
音
が
あ
り
、

子
音
と
母
音
の
組
み
合
わ
せ
が
五
十
の

音
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
言

葉
の
一
拍
が
一
音
と
一
致
す
る
。

　

英
語
と
比
べ
る
と
、
わ
か
り
や
す
い

か
も
し
れ
な
い
。
た
と
え
ば
「
春
」
を

表
わ
す
「
ｓ
ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
」。
日
本
流
だ

と
ス
・
プ
・
リ
・
ン
・
グ
と
五
拍
で
認

識
し
が
ち
だ
が
、英
語
で
は
こ
れ
を
た
っ

た
一
拍
で
発
音
し
て
し
ま
う
。
一
方
、

日
本
語
で
「
こ
の
道
は
い
つ
か
来
た
道
」

と
歌
う
と
き
は
、
コ・ノ・ミ・チ・ハ・イ・

ツ
・
カ
・
キ
・
タ
・
ミ
・
チ
と
十
二
拍

[合唱]関西二期会特別合唱団
[管弦楽]スーパー・クラシック・オーケストラ
---------------------------------------------------------------------
モーツァルト:歌劇「フィガロの結婚」K.492より 序曲／
モーツァルト:クラリネット協奏曲 イ長調 K.622より 第
1楽章／ドヴォルザーク:チェロ協奏曲 ロ短調 op.104
より 第1楽章／メンデルスゾーン:ヴァイオリン協奏曲 ホ
短調 op.64より 第1楽章／ショパン:アンダンテ・スピア
ナートと華麗なる大ポロネーズ op.22／ビゼー:歌劇「カ
ルメン」第一幕への前奏曲／ビゼー:歌劇「カルメン」より
“ハバネラ”／ビゼー:歌劇「カルメン」より“闘牛士の歌”
／ビゼー:歌劇「カルメン」より“花の歌”／プッチーニ:歌劇

「蝶々夫人」より“花の二重唱”／プッチーニ:歌劇「蝶々夫
人」より“あの人の苦しみを”～“さようなら愛の家よ”／ヴェ
ルディ:歌劇「イル・トロヴァトーレ」より“アンヴィル・コーラ
ス”／ヴェルディ:歌劇「ナブッコ」より“行け、わが思いよ、
金色の翼に乗って”／沼尻竜典:歌劇「竹取物語」より“月の
間奏曲”／ドヴォルザーク:歌劇「ルサルカ」より“月に寄せ
る歌”／シベリウス:交響詩「フィンランディア」op.26
---------------------------------------------------------------------
2022.10/22（土） 3:00PM
S 6,500円　A 5,000円　B 3,500円 （税込）
[お問い合わせ]ザ・シンフォニー チケットセンター
06-6453-2333
[主催]一般社団法人日本クラシック音楽事業協会／
大阪アートエージェンシー

クラシック・キャラバン2022 大阪公演 クラシック音楽が世界をつなぐ～輝く未来に向けて～ 『華麗なるガラ・コンサート』Review美しき日本のうた 秋 2022Review

日
本
の
歌
、秋
の
歌
の
魅
力
が

最
高
に
引
き
出
さ
れ
る
ひ
と
と
き

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

こ
れ
だ
け
の
ア
ー
ティ
ス
ト
が
一
斉
に
揃
い
、ハ
イ
レベル
の
演
奏
を

聴
け
る
機
会
は
普
段
あ
り
得
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
困
難
な
状
況
に
お
か
れ
た

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
界
を
活
性
化
さ
せ
る

た
め
に
、
昨
年
初
め
て
（
一
社
）
日
本
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
事
業
協
会
が
企
画
し
た

全
国
規
模
の
公
演
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
最

も
旬
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
全
国
規

模
で
彩
り
豊
か
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
繰
り

広
げ
て
い
く
。

　

そ
れ
に
先
立
ち
、
記
者
会
見
が
８
月

に
行
わ
れ
た
。
出
席
し
た
の
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
・
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
で
あ
る
宮
崎

美
子
と
各
公
演
の
出
演
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

を
代
表
し
て
指
揮
の
田
中
祐
子
、
ピ
ア

ニ
ス
ト
の
仲
道
郁
代
、
声
楽
の
福
井
敬
。

　

発
表
さ
れ
た
今
年
の
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
・

キ
ャ
ラ
バ
ン
」
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
バ
ラ

エ
テ
ィ
と
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
」。
昨
年
は
、

共
通
し
た
１
つ
の
企
画
を
全
国
19
公
演

で
展
開
し
て
行
わ
れ
た
が
、
今
年
は
全

国
21
公
演
、
各
都
市
そ
れ
ぞ
れ
が
企
画

か
ら
運
営
実
施
を
担
う
ス
タ
イ
ル
へ
と

深
化
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
表
わ

れ
た
企
画
と
な
っ
て
い
る
。
オ
ペ
ラ
や
室

内
楽
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
も
違
え
ば
、
出
演

者
、
曲
目
も
も
ち
ろ
ん
違
う
。

　

会
見
に
臨
ん
だ
３
名
は
、「
お
客
さ
ま

や
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ま
、
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
、
出
演
者
と
そ
の
瞬
間
だ
け
で
も
音

楽
に
没
頭
で
き
た
ら
最
高
だ
と
思
い
ま

す
」（
田
中
）。「
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
が
こ

の
世
の
な
か
で
一
体
何
な
の
か
を
提
示

で
き
る
よ
う
、
み
ん
な
で
考
え
る
機
会

に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
」（
仲
道
）。「
さ

ま
ざ
ま
な
枠
を
超
え
、
こ
れ
だ
け
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
一
斉
に
揃
い
、
ハ
イ
レ
ベ
ル

の
演
奏
を
聴
け
る
機
会
は
普
段
で
は
あ

り
得
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」（
福
井
）

と
述
べ
た
。

　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
の
『
ク

ラ
シ
ッ
ク
・
キ
ャ
ラ
バ
ン
２
０
２
２
』
は
、

10
月
22
日
に
開
催
さ
れ
る
。
コ
ン
サ
ー

ト
前
半
は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
＆
ソ
ロ
楽

器
に
よ
る
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
（
第
１
楽
章
の

み
）。
赤
坂
達
三
、
笹
沼
樹
、
南
紫
音
、

そ
し
て
長
富
彩
が
、
そ
れ
ぞ
れ
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
、
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
、
メ
ン
デ
ル
ス

ゾ
ー
ン
、
シ
ョ
パ
ン
の
人
気
コ
ン
チ
ェ
ル

ト
を
弾
く
。

　

後
半
は
、
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
オ
ペ

ラ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
林
正
子
、
林
美
智

子
、
西
村
悟
、
成
田
博
之
が
、
傑
作
オ

ペ
ラ
の
中
か
ら
超
名
曲
を
歌
う
。
そ
し

て
、
関
西
二
期
会
が
特
別
合
唱
団
を
結

成
し
て
合
唱
曲
を
披
露
す
る
。
共
演
は

指
揮
の
沼
尻
竜
典
と
、日
本
中
か
ら
ジ
ャ

ン
ル
を
越
え
た
精
鋭
た
ち
が
集
う
ス
ー

パ
ー
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
。

１
度
の
公
演
に
し
て
、
こ
れ
だ
け
内
容

濃
く
、
充
実
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
見
逃
せ

な
い
。

　

日
本
の
ト
ッ
プ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ

る
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
た
め

に
用
意
さ
れ
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
聴
く
日
が
待
ち
遠
し
い
。

（
文　

道
下
京
子
）

で
認
識
さ
れ
、
一
拍
に
ひ
と
つ
ず
つ
音

符
が
つ
く
。

　

日
本
語
の
歌
は
こ
う
し
て
拍
を
大
事

に
歌
っ
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
詩
情
が
表

現
さ
れ
、
旋
律
に
美
し
い
情
感
が
宿
る
。

だ
か
ら
、
一
音
一
音
を
大
事
に
歌
う
幸

田
の
姿
勢
は
そ
の
ま
ま
、
歌
に
魂
を
注

ぐ
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　

こ
の
ご
ろ
の
流
行
歌
で
は
、
日
本
語

の
拍
の
原
則
を
壊
し
て
、
歌
詞
が
英
語

風
に
歌
わ
れ
る
こ
と
も
多
く
な
っ
た
。

し
か
し
、
歌
い
継
が
れ
て
き
た
日
本
の

叙
情
歌
や
愛
唱
歌
は
ち
が
う
。「
こ
の

道
」
も「
か
ら
た
ち
の
花
」
も「
里
の
秋
」

も
「
浜
辺
の
歌
」
も
「
初
恋
」
も
、
言

葉
の
一
拍
一
拍
が
大
事
に
歌
わ
れ
て
は

じ
め
て
、
言
葉
が
生
命
を
得
て
聴
き
手

の
心
を
ゆ
さ
ぶ
る
。

　

そ
う
い
う
歌
を
歌
え
る
ソ
プ
ラ
ノ
が

幸
田
浩
子
で
あ
る
。
と
く
に
彼
女
の
不

純
物
が
混
ざ
ら
な
い
澄
ん
だ
美
声
は
、

さ
わ
や
か
な
秋
の
高
い
空
の
よ
う
で
、

同
時
に
、
こ
の
季
節
な
ら
で
は
の
寂
寥

感
も
声
に
宿
す
か
ら
、
季
節
を
感
じ
る

歌
詞
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
冴
え
わ
た
る

に
違
い
な
い
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
「
見

上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
」
も
並
ぶ
。

ま
さ
に
夜
の
星
に
も
届
か
ん
ば
か
り
の

幸
田
の
声
を
、
こ
の
曲
が
求
め
て
い
た

と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

幸
田
は
イ
タ
リ
ア
語
の
歌
も
、
ド
イ

ツ
語
の
歌
も
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
歌
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
が
映
え
る
よ
う
に
歌

う
。
そ
し
て
日
本
語
の
歌
は
、
イ
タ
リ

ア
人
が
明
瞭
な
イ
タ
リ
ア
語
で
イ
タ
リ

ア
歌
曲
を
歌
う
よ
う
に
、
一
音
一
音
を

際
立
た
せ
て
、
日
本
語
を
美
し
く
響
か

せ
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
並
ん
だ
秋
に
こ

そ
聴
き
た
い
歌
た
ち
。
そ
れ
ら
は
幸
田

が
歌
う
よ
う
に
歌
わ
れ
た
が
っ
て
い
る
。

（
文　

香
原
斗
志
）

クラシック・キャラバン2022 大阪公演
クラシック音楽が世界をつなぐ ～輝く未来に向けて～

『華麗なるガラ・コンサート』美しき
日本のうた
「秋」
2022

発売中

発売中

ザ・シンフォニーホール秋の恒例！
一音一音美しい歌声が誰の胸にも届く

指揮 沼尻竜典

メゾ・ソプラノ 林美智子テノール 西村悟

ヴァイオリン 南紫音

バリトン 成田博之

クラリネット 赤坂達三

ピアノ 長富彩

チェロ 笹沼樹

司会 高橋克典

ソプラノ 林正子

写真は昨年行われた同公演の様子です。

文化庁 統括団体による
アートキャラバン事業（コ
ロナ禍からの文化芸術
活動の再興支援事業）
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才
能
豊
か
な
新
星
が
次
々
と
現
れ
、

か
つ
て
な
い
ほ
ど
活
況
を
呈
し
て
い
る

ピ
ア
ノ
界
に
あ
っ
て
、
１
９
８
７
年
11

月
５
日
の
昭
和
女
子
大
学
人
見
記
念
講

堂
で
の
ソ
ロ
・
リ
サ
イ
タ
ル
・
デ
ビ
ュ
ー

以
来
、
つ
ね
に
第
一
線
で
活
躍
し
、
年

を
追
う
ご
と
に
そ
の
演
奏
に
は
深
み
が

増
し
て
い
る
。

　

２
０
２
１
年
秋
、
文
化
庁
芸
術
祭
大

賞
と
文
化
庁
長
官
賞
を
受
け
る
な
ど
、

名
実
と
も
に
日
本
を
代
表
す
る
ピ
ア
ニ

ス
ト
の
仲
道
郁
代
は
、
そ
ん
な
希
有
な

存
在
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
作
品
に
向

き
合
う
真
摯
な
姿
勢
と
あ
く
こ
と
の
な

い
探
究
心
を
も
ち
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ

な
仲
道
は
、
大
阪
の
フ
ァ
ン
に
も
長
ら

く
愛
さ
れ
て
き
た
。

　

２
０
２
２
年
１
月
16
日
の
ザ
・
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
の
仲
道
の
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
四
大
ピ
ア
ノ
･
ソ
ナ
タ

の
リ
サ
イ
タ
ル
は
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し

て
の
輝
か
し
い
キ
ャ
リ
ア
に
さ
ら
な
る

磨
き
を
か
け
る
も
の
で
、
大
き
な
反
響

を
呼
ん
だ
。
国
内
外
の
ホ
ー
ル
で
演
奏

し
て
き
た
仲
道
だ
が
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
は
何
度
も
出
演
し
た
縁
の

深
い
ホ
ー
ル
。
そ
し
て
11
月
６
日
、
リ

サ
イ
タ
ル
「
仲
道
郁
代 

シ
ョ
パ
ン
を
弾

く
〜
希
望
と
再
生
へ
の
祈
り
〜
」
を
開

催
す
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
オ
ー
ル
･
シ
ョ
パ

ン
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
楽
聖
の
音
楽
に

新
た
な
生
命
を
吹
き
込
む
リ
サ
イ
タ
ル

に
な
る
だ
ろ
う
。
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
第
１
番
、

ポ
ロ
ネ
ー
ズ
第
２
番
、
さ
ら
に
「
革
命
」

や
「
別
れ
の
曲
」
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で

親
し
ま
れ
て
い
る
練
習
曲
な
ど
、
音

楽
フ
ァ
ン
に
お
な
じ
み
の
曲
が
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
バ
ラ
ー

ド
、
ワ
ル
ツ
「
華
麗
な
る
大
円
舞
曲
」

に
ノ
ク
タ
ー
ン
の
美
し
い
調
べ
の
３
曲

の
の
ち
、民
族
リ
ズ
ム
に
よ
る
名
作
「
ア

ン
ダ
ン
テ
・
ス
ピ
ア
ナ
ー
ト
と
華
麗
な

る
大
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
」
で
し
め
く
く
ら
れ

る
選
曲
だ
。

　

今
回
の
演
奏
会
で
は
、「
希
望
と
再
生

へ
の
祈
り
」
と
い
う
崇
高
な
テ
ー
マ
が

掲
げ
ら
れ
た
。
仲
道
は
、
シ
ョ
パ
ン
の

珠
玉
の
名
作
を
通
じ
て
、
音
楽
の
高
貴

な
力
を
伝
え
、
聴
衆
に
も
希
望
と
愛
を

も
た
ら
し
て
く
れ
る
に
違
い
な
い
。
そ

ん
な
リ
サ
イ
タ
ル
に
は
今
か
ら
心
が
と

き
め
く
。

（
文　

伊
藤
制
子
）

[ピアノ]シャルル•リシャール＝アムラン
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
《オール•ショパン プログラム》アンダンテ•スピアナートと
華麗なる大ポロネーズ op.22／ピアノ•ソナタ 第2番 変
ロ短調 op.35「葬送」／24の前奏曲 op.28
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2022.12/11（日） 2:00PM 
全席指定 5,000円 （税込） 
[お問い合わせ]ザ•シンフォニー チケットセンター
06-6453-2333
[主催]ザ•シンフォニーホール

[ピアノ]仲道郁代
------------------------------------------------------------
《オール•ショパン•プログラム》ポロネーズ 第1番 
op.26-1 嬰ハ短調／ポロネーズ 第2番 op.26-2 変
ホ短調／12の練習曲 op.10-12 ハ短調「革命」／
12の練習曲 op.10-3 ホ長調「別れの曲」／バラー
ド 第1番 op.23 ト短調／ワルツ 第1番 op.18 変ホ
長調「華麗なる大円舞曲」／ノクターン 第1番 op.9-1 
変ロ短調／ノクターン 第2番 op.9-2 変ホ長調／ノク
ターン 第3番 op.9-3 ロ長調／アンダンテ•スピアナー
トと華麗なる大ポロネーズ op.22 変ホ長調
------------------------------------------------------------
2022.11/6（日） 2:00PM 
全席指定 4,500円 （税込） 
[お問い合わせ]ザ•シンフォニー チケットセンター
06-6453-2333
[主催]ザ•シンフォニーホール

　

２
０
２
１
年
開
催
の
シ
ョ
パ
ン
国
際

ピ
ア
ノ
･
コ
ン
ク
ー
ル
は
日
本
人
の
活

躍
で
大
い
に
沸
い
た
が
、
同
コ
ン
ク
ー

ル
は
毎
回
世
界
に
羽
ば
た
く
ス
タ
ー
を

輩
出
し
て
き
た
。
２
０
１
５
年
第
２
位

に
輝
い
て
以
来
、
一
躍
注
目
を
集
め
、

今
や
世
界
で
高
い
人
気
を
誇
る
カ
ナ
ダ

出
身
の
シ
ャ
ル
ル
･
リ
シ
ャ
ー
ル
＝
ア

ム
ラ
ン
も
、
そ
の
ひ
と
り
だ
ろ
う
。

　

ア
ム
ラ
ン
は
、
次
代
を
担
う
ピ
ア
ニ

ス
ト
と
し
て
愛
さ
れ
、
記
憶
に
残
る
奏

者
へ
と
成
長
を
と
げ
つ
つ
あ
る
。
そ
の

演
奏
は
彼
の
人
柄
が
に
じ
み
で
る
よ
う

な
温
か
み
と
誠
実
さ
、
そ
し
て
シ
ョ
パ

ン
の
音
楽
へ
の
あ
ふ
れ
る
よ
う
な
敬
愛

に
満
ち
、
聞
き
手
を
心
底
、
幸
せ
な
気

分
に
し
て
く
れ
る
。
ま
さ
に
音
楽
の
喜

シャルル・リシャール＝アムラン ピアノ・リサイタルReview 仲道郁代  ショパンを弾く ～希望と再生への祈り～Review

人
柄
が
に
じ
み
で
る
よ
う
な

温
か
み
と
誠
実
さ

音
楽
に
新
た
な
生
命
を

吹
き
込
む
プ
ロ
グ
ラ
ム

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

び
を
伝
え
て
く
れ
る
得
が
た
い
ピ
ア
ニ

ス
ト
な
の
だ
。

　

そ
ん
な
彼
の
演
奏
は
多
く
の
人
々
の

心
を
と
ら
え
、
２
０
１
８
年
の
ザ
・
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
の
リ
サ
イ
タ
ル

が
完
売
と
い
う
記
念
碑
的
な
コ
ン
サ
ー

ト
だ
っ
た
の
は
記
憶
に
新
し
い
。「
コ
ン

ク
ー
ル
後
、
故
国
カ
ナ
ダ
以
外
で
の
演

奏
機
会
が
増
え
た
」
と
い
う
ア
ム
ラ
ン

が
、
４
年
ぶ
り
に
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
に
登
場
す
る
。
２
０
２
０
年
に

予
定
さ
れ
て
い
た
公
演
が
延
期
と
な
っ

て
い
た
た
め
、
関
西
の
音
楽
フ
ァ
ン
に

と
っ
て
は
ま
さ
に
待
ち
に
待
っ
た
来
日

で
あ
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
オ
ー
ル
･
シ
ョ
パ

ン
･
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
彼
い
わ
く
「
シ
ョ

パ
ン
の
音
楽
が
持
つ
ロ
マ
ン
性
を
全
面

に
出
し
た
」
選
曲
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
。
リ
リ
カ
ル
な
歌
心
に
み
ち
、
繊
細

な
色
調
に
彩
ら
れ
た
シ
ョ
パ
ン
の
世
界

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
が
詰
ま
っ
て
い

る
。

　

ア
ム
ラ
ン
は
24
の
前
奏
曲
を
２
０ 

２
０
年
に
録
音
し
、
好
評
を
博
し
て
い

る
が
、
今
回
の
来
日
公
演
で
も
組
み
込

ま
れ
た
。
有
名
な
「
雨
だ
れ
」
な
ど
音

楽
フ
ァ
ン
に
は
な
じ
み
深
い
名
作
を
含

ん
だ
24
曲
か
ら
成
る
が
、
ア
ム
ラ
ン
は

全
体
の
曲
順
は
シ
ョ
パ
ン
が
熟
慮
し
た

も
の
で
、「
す
べ
て
の
前
奏
曲
が
最
後
の

24
番 

ニ
短
調
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
る

感
じ
だ
」
と
考
え
て
い
る
と
い
う
。

　

さ
ら
に
輝
か
し
い
ピ
ア
ノ
の
響
き
を

堪
能
で
き
る
「
ア
ン
ダ
ン
テ
･
ス
ピ
ア

ナ
ー
ト
と
華
麗
な
る
大
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
」、

そ
し
て
ピ
ア
ノ
･
ソ
ナ
タ 

第
２
番
「
葬

送
」と
い
う
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
だ
。「
葬
送
」

は
後
期
ロ
マ
ン
派
さ
え
想
起
さ
せ
る
よ

う
な
時
に
重
厚
で
深
淵
な
内
容
を
も

ち
、
シ
ョ
パ
ン
の
抒
情
味
が
極
限
ま
で

突
き
詰
め
ら
れ
た
名
曲
中
の
名
曲
だ
。

シ
ョ
パ
ン
を
愛
し
て
や
ま
な
い
ア
ム
ラ

ン
が
こ
の
畢
竟
の
名
作
ソ
ナ
タ
を
ど
の

よ
う
に
聞
か
せ
て
く
れ
る
か
、
今
か
ら

楽
し
み
で
あ
る
。

　

親
日
家
で
、
２
０
１
９
年
に
は
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
で
来
日
し
、
富
士
山
を
訪
れ

る
な
ど
、
日
本
を
満
喫
し
た
と
い
う
ア

ム
ラ
ン
。
２
０
２
２
年
も
暮
れ
よ
う
と

い
う
12
月
。
ア
ム
ラ
ン
が
紡
ぎ
出
す
熟

成
さ
れ
た
シ
ョ
パ
ン
の
世
界
は
、
一
年

の
し
め
く
く
り
に
ふ
さ
わ
し
い
充
実
し

た
コ
ン
サ
ー
ト
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
文　

伊
藤
制
子
）

崇
高
な
主
題
の
も
と
、

音
楽
の
力
を
伝
え
る

希
望
に
満
ち
た
コ
ン
サ
ー
ト

発売中

発売中

聞き手を心底、幸せな気分にしてくれる
アムランのオール・ショパン・プログラム

※写真は2018年5月12日にザ・シンフォニー
ホールで行われたリサイタルの様子です。

©Kiyotaka Saito
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[指揮］喜多弘悦
[演奏］The Symphony Hall Super Brass　ほか
--- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
レスピーギ：交響詩「ローマの祭り」より／ボロディン：「イーゴリ公」よりダッタン人の踊り※合唱あり
／ドヴォルザーク：交響曲 第9番 「新世界より」 第4楽章／ビゼー：「アルルの女」より／ヴェルディ：
歌劇『アイーダ』より凱旋行進曲
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2022.11/30（水） 7:00PM
一般 6,600円　18歳以下 3,300円 （税込）  ※4歳以上のお子様からご入場可能です。
[お問い合わせ]大阪アートエージェンシー 06-6372-4583
[主催]大阪アートエージェンシー

[オルガン]大木麻理
----------------------------------------------------------------------------------

「インディ・ジョーンズ」よりレイダース・マーチ／「ハリー・ポッター」よりメドレー★／
「E.T.」よりフライング・テーマ／「ジョーズ」よりメイン・タイトル／「ジュラシック・パー
ク」よりジュラシック・パークへようこそ★／「スター・ウォーズ」よりメドレー★／「バック・
トゥ・ザ・フューチャー」よりテーマ★／「パイレーツ・オブ・カリビアン」よりメドレー★
★＝プロジェクションマッピング付き
----------------------------------------------------------------------------------
2022.11/26（土） 3:00PM 
※休憩なし。約60分間のコンサートです。※4歳以上のお子様からご入場可能です。
全席指定 3,000円 （税込）
[お問い合わせ]ザ•シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ•シンフォニーホール

ブラス de クラシック・フェスティバル by The Symphony Hall Super BrassReview パイプオルガン×プロジェクションマッピング 超絶のスター・ウォーズ 今年も、パイプオルガンがスゴ過ぎる!!Review

先行予約：9/22（木）　一般発売：9/25（日）

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

　

吹
奏
楽
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
多
岐
に

わ
た
り
、ど
の
ジ
ャ
ン
ル
の
楽
曲
で
あ
っ

て
も
表
情
を
豊
か
に
変
え
て
、
曲
そ

の
も
の
の
魅
力
を
再
発
見
さ
せ
て
く
れ

る
。

　

11
月
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
名
曲
を

吹
奏
楽
で
お
届
け
し
て
い
く
「
ブ
ラ
ス 

ｄ
ｅ 

ク
ラ
シ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

　

演
奏
す
る
の
は
、
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｓ
ｙ
ｍ
ｐ

ｈ
ｏ
ｎ
ｙ 

Ｈ
ａ
ｌ
ｌ 

Ｓ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ 

Ｂ

ｒ
ａ
ｓ
ｓ
（
以
下
Ｔ
Ｓ
Ｈ
Ｓ
Ｂ
）、
指
揮

は
喜
多
弘
悦
。

　

今
年
７
月
の
デ
ビ
ュ
ー
公
演
後
、
８

月
に
は
ア
ニ
メ
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
親

子 

ｄ
ｅ 

Ｂ
ｒ
ａ
ｓ
ｓ
！
」
を
開
催
。
そ

し
て
10
月
に
は
映
画
音
楽
（
洋
画
）
を

フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
し
た
「
ワ
ー
ル
ド
・
シ

ネ
マ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」、

12
月
に
は
ゴ
ス
ペ
ル
を
テ
ー
マ
に
し
た

コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
。
様
々
な
ジ
ャ
ン

ル
の
音
楽
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
で
、

す
べ
て
の
音
楽
フ
ァ
ン
に
吹
奏
楽
の
魅

力
を
幅
広
く
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
。

　

こ
の
「
ブ
ラ
ス 

ｄ
ｅ 

ク
ラ
シ
ッ
ク
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
は
、
吹
奏
楽
コ

ン
サ
ー
ト
で
も
人
気
の
高
い
交
響
詩

「
ロ
ー
マ
の
祭
り
」
よ
り
、「
イ
ー
ゴ
リ

公
」
よ
り
〝
ダ
ッ
タ
ン
人
の
踊
り
〞、
そ

し
て
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
通
で
な
く
て
も
聴

き
馴
染
み
の
あ
る
「
新
世
界
よ
り
」
第

４
楽
章
、「
ア
ル
ル
の
女
」
よ
り
、
そ
し

発売中

て
歌
劇
『
ア
イ
ー
ダ
』
よ
り
〝
凱
旋
行

進
曲
〞
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。
艶
や
か
な

旋
律
と
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
曲
想
が
印
象

的
な
〝
ダ
ッ
タ
ン
人
の
踊
り
〞
で
は
合

唱
も
加
わ
り
、
美
し
く
も
迫
力
満
点
の

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
期
待
が
高
ま
る
。

　

こ
の
公
演
で
も
ま
た
、
Ｔ
Ｓ
Ｈ
Ｓ
Ｂ

の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
〝
め
っ
ち
ゃ
楽
し

く
＆
ド
派
手
に
〞
が
展
開
さ
れ
る
。
奏

者
も
お
客
様
も
み
ん
な
、
ホ
ー
ル
全
体

で
〝
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
〞
の
素
晴
ら
し

さ
に
浸
り
た
い
。

超絶のスター･ウォーズ

〝超絶〟シリーズの
オルガニスト

大木麻理にインタビュー！奏者もお客様もホールみんなで、
“めっちゃ楽しい”クラシック音楽の世界へようこそ！

～cooperate with Osaka Shion Wind Orchestra～

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル 

取
締
役 

Ｇ
Ｍ
／
音
楽
総
監
督 ※写真は2022年7月23日The Symphony Hal l  Super  Brass  Vol .1の様 子です。

プロジェクションマッピング×パイプオルガン

今年も、パイプオルガンがスゴ過ぎる‼
2022

　
い
ま
最
も
人
気
を
集
め
て
い
る
オ
ル

ガ
ニ
ス
ト
大
木
麻
理
は
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
の
〝
超
絶
〞
シ
リ
ー
ズ
す

べ
て
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
出
演
し
て
き

た
。
こ
れ
ま
で
の
「
超
絶
の
ス
タ
ー
・

ウ
ォ
ー
ズ
」
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
た
本

公
演
に
つ
い
て
話
を
訊
い
た
。

―
―
超
絶
シ
リ
ー
ズ
の
印
象
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
シ
リ
ー
ズ
を
知
っ
た
時
、「
こ
う

い
う
手
が
あ
っ
た
か
！
」
と
衝
撃
を
受

け
ま
し
た
。
照
明
や
舞
台
な
ど
ホ
ー
ル

の
み
な
さ
ん
、
お
二
人
の
マ
ル
チ
パ
ー

カ
ッ
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
私
で
作
り
上
げ

て
い
る
の
が
こ
の
超
絶
シ
リ
ー
ズ
で
、

〝
チ
ー
ム
超
絶
〞
の
よ
う
な
感
じ
で
す
。

こ
こ
ま
で
の
規
模
の
も
の
は
、他
の
ホ
ー

ル
で
は
な
か
な
か
や
ら
な
い
の
で
、
ザ
・

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
は
す
ご
い
と
思

い
ま
す
。

―
―
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
な
か
の
、
思
い
出

の
曲
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
子
ど
も
の
頃
の
誕
生
日
に
は
恐
竜
の

図
鑑
や
模
型
を
買
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

う
に
す
る
な
ど
、
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て

作
っ
て
い
ま
す
。

―
―
４
歳
か
ら
入
場
可
能
の
１
時
間
公

演
で
す
。

　

小
さ
な
お
子
さ
ま
も
泣
い
た
り
せ
ず
、

ち
ゃ
ん
と
聴
い
て
い
ま
す
よ
。
飽
き
な

い
だ
ろ
う
な
…
あ
の
感
じ
は
。

―
―
読
者
の
み
な
さ
ま
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
！

　

１
時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
非
日
常

空
間
を
楽
し
み
に
ご
来
場
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
シ
ン
プ
ル
に
楽
し
め

る
公
演
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
満
足
感

と
と
も
に
お
帰
り
い
た
だ
け
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
自
信
が
あ
り
ま
す
！

（
文　

道
下
京
子
）

11
月
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の

名
曲
ば
か
り
を
フ
ィ
ー
チ
ャ
ー

指
揮 

喜
多
弘
悦

オ
ル
ガ
ン 

大
木
麻
理

考
古
学
に
も
の
す
ご
く
憧
れ
て
い
た
の

で
、
映
画
の
「
ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
・
パ
ー

ク
」が
発
表
さ
れ
た
時
に
も「
き
た
ー
！
」

と
い
う
気
持
ち
で
、
何
度
も
映
画
を
見

ま
し
た
。

―
―
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
ス

イ
ス
・
ク
ー
ン
社
製
の
オ
ル
ガ
ン
の
魅

力
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

個
性
豊
か
で
多
彩
な
音
色
が
あ
る
こ

と
と
、
ホ
ー
ル
の
素
晴
ら
し
い
音
響
に

適
し
た
サ
イ
ズ
と
響
き
の
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
楽
器
だ
と
思
い
ま
す
。

―
―
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
ど
の
よ
う
に

音
作
り
を
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
か
？　

　

ご
覧
に
な
る
方
の
な
か
に
は
、「
ス

タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
大
好
き
！
」「
あ
の
音

楽
で
す
よ
ね
」
と
、
み
な
さ
ん
が
思
い

描
い
て
い
る
映
画
の
音
楽
の
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
そ
れ
を
、
そ

の
ま
ま
再
現
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な

く
、
オ
ル
ガ
ン
と
い
う
楽
器
を
通
し
て
、

い
か
に
魅
力
的
に
聴
こ
え
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
か
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
オ
ル
ガ
ン
ら
し
い
音
色
も
使

い
ま
す
し
、オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
の
中
で
「
こ

の
音
の
組
み
合
わ
せ
は
タ
ブ
ー
だ
よ
ね
」

と
い
う
こ
と
も
、
そ
の
音
楽
に
合
う
と

思
え
ば
、
あ
え
て
禁
則
を
使
う
こ
と
も

し
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
や

照
明
の
世
界
観
が
と
て
も
大
き
い
の
で
、

そ
れ
に
負
け
な
い
音
！
そ
し
て
、
繊
細

な
光
な
ど
素
晴
ら
し
い
映
像
を
作
っ
て

く
だ
さ
る
の
で
、
そ
れ
を
消
さ
な
い
よ

Interview

BY

ブラス de
クラシック・フェスティバル

プロ
ジェク

ション

マッピ
ング
付き!

!

2021 SinfoniaSinfonia



　

数
多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
プ

レ
ミ
ア
ム
な
コ
ン
サ
ー
ト
が
続
く
今
冬

の
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
。
12
月

の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
〝
吹
奏
楽
×
ゴ
ス

ペ
ル
〞
企
画
が
急
遽
追
加
決
定
。
ザ
・

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
新
た
な
ハ
ー

モ
ニ
ー
が
燦
然
と
輝
く
！ 

　

演
奏
は
、
今
年
７
月
に
デ
ビ
ュ
ー
公

演
を
行
っ
た
ば
か
り
で
、
こ
の
秋
か
ら

冬
に
か
け
て
ホ
ー
ル
40
周
年
を
飾
る

様
々
な
企
画
に
も
続
々
と
登
場
す
る
Ｔ

ｈ
ｅ 

Ｓ
ｙ
ｍ
ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｙ 

Ｈ
ａ
ｌ
ｌ 

Ｓ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ 

Ｂ
ｒ
ａ
ｓ
ｓ
（
以
下
Ｔ
Ｓ

Ｈ
Ｓ
Ｂ
）。

　

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
の
は
、
ゴ

ス
ペ
ル
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
池
末
信
率

い
る
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｌ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

（
ザ
・
ソ
ウ
ル
マ
テ
ィ
ッ
ク
ス
）。
彼
ら

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
シ
カ
ゴ
で
の
国
際

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
長
渕
剛
、
ゆ
ず
、

水
樹
奈
々
な
ど
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

バ
ッ
ク
コ
ー
ラ
ス
を
務
め
る
な
ど
、
国

内
外
で
高
い
評
価
を
得
て
い
る
、
唯
一

無
二
の
ゴ
ス
ペ
ル
グ
ル
ー
プ
だ
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、大
ヒ
ッ
ト
映
画
『
天

使
に
ラ
ブ
・
ソ
ン
グ
を
…
』
か
ら
人
気

ナ
ン
バ
ー
を
セ
レ
ク
ト
。
Ｔ
Ｓ
Ｈ
Ｓ
Ｂ

の
パ
ワ
フ
ル
＆
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
演
奏

と
聴
く
も
の
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
力
強
い

魂
の
歌
声
は
、
果
た
し
て
ど
ん
な
素
敵

な
化
学
反
応
を
見
せ
て
く
れ
る
か
、
期

待
が
高
ま
る
！

[指揮]ロイド•バトラー
[管弦楽]ハリウッド•フェスティバル•オーケストラ
[ゲスト歌手]ビリー•キング
------------------------------------------------------------------------------------------

【オードリー•ヘップバーン特集】ティファニーで朝食を／ローマの休日／シャレード 
【ジョン•ウィリアムズの世界】E.T.／スーパーマン／インディ•ジョーンズ 【珠玉の
名曲集】ひまわり／風と共に去りぬ／ライムライト／慕情／ニュー•シネマ•パラダ
イス／ミッション:インポッシブル／ロッキー／タイタニック　ほか
------------------------------------------------------------------------------------------
2023.1/6（金） 7:00PM 
S 10,000円　A 8,000円 （税込） 
[お問い合わせ]ザ•シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ•シンフォニーホール

[指揮]喜多弘悦　[演奏]The Symphony Hall Super Brass
[ゴスペル]THE SOULMATICS
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

『天使にラブ・ソングを…』より「I Will Follow Him」「ジョイフルジョイフル」ほか
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2022.12/30（金） 3:00PM 
一般 6,600円　18歳以下 3,300円 （税込） ※4歳以上のお子様からご入場可能です。
[お問い合わせ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333　[主催]ザ・シンフォニーホール

　

２
０
２
３
年
の
聴
き
始
め
は
、
エ
ン

タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
本
場
ア
メ
リ
カ
か

ら
や
っ
て
来
る
極
上
の
サ
ウ
ン
ド
で
。

大
人
気
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
・
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
（
以
下
Ｈ
Ｆ
Ｏ
）

に
よ
る
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

だ
！

　

１
９
９
０
年
に
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
の
ジ
ョ
ン
・
ジ
ャ
イ
ア
ッ
テ
ィ
ー

ノ
に
よ
っ
て
ア
ト
ラ
ン
タ
で
結
成
さ
れ

た
Ｈ
Ｆ
Ｏ
。
高
い
技
術
や
解
釈
力
は
も

ち
ろ
ん
、
映
画
、
テ
レ
ビ
、
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
に
至
る
幅
広
い
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を

誇
る
こ
と
か
ら
、「
ス
タ
ー
・
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
」
と
讃
え
ら
れ
て
い
る
。
①
本
場

の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
迫
力
の
演
奏

で
、
②
誰
も
が
聴
い
た
こ
と
の
あ
る
名

曲
や
名
旋
律
が
次
々
に
流
れ
、
③
そ
の

生
演
奏
に
乗
せ
て
ス
ク
リ
ー
ン
に
実
際

の
映
像
も
上
映
す
る
と
い
う
の
が
、
彼

ハリウッド・フェスティバル・オーケストラ ニューイヤーコンサート！Review The Symphony Hall年末スペシャルコンサート The Symphony Hall Super Brass × THE SOULMATICS ゴスペルReview

先行予約：9/22（木）　一般発売：9/25（日）

本
場
の
ス
タ
ー・オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が

映
画
音
楽
を
よ
り
輝
か
せ
る

〝
吹
奏
楽
×
ゴ
ス
ペ
ル
〟

新
た
に
響
く
ハ
ー
モ
ニ
ー

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

指
揮 

ロ
イ
ド
•
バ
ト
ラ
ー

ゲ
ス
ト
歌
手 

ビ
リ
ー
•
キ
ン
グ

ら
の
大
き
な
聴
き
ど
こ
ろ
か
つ
観
ど
こ

ろ
だ
。
今
回
で
６
度
目
の
来
日
と
な
る

が
、
毎
回
各
地
で
完
売
続
出
。
さ
ら
に

地
方
都
市
で
の
公
演
で
は
、
感
極
ま
っ

た
最
前
列
の
お
客
様
が
立
ち
上
が
っ
て

踊
り
出
し
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
か
ら

凄
い
。

　

今
回
の
予
定
演
目
は
、
彼
ら
の
十
八

番
で
あ
る
映
画
音
楽
。
予
定
演
目
に
は
、

「
風
と
共
に
去
り
ぬ
」「
ロ
ッ
キ
ー
」「
タ

イ
タ
ニ
ッ
ク
」「
ロ
ー
マ
の
休
日
」「
テ
ィ

フ
ァ
ニ
ー
で
朝
食
を
」「
シ
ャ
レ
ー
ド
」。

そ
し
て
、
映
画
音
楽
の
巨
匠
ジ
ョ
ン
・

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
が
手
が
け
て
き
た
ゴ
ー

ジ
ャ
ス
な
名
曲
集
（「
Ｅ
．
Ｔ
．」「
ス
ー

パ
ー
マ
ン
」「
イ
ン
デ
ィ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
」

な
ど
）
ま
で
。
戦
後
の
映
画
史
を
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
的
に
網
羅
し
た
極
上
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
お
贈
り
す
る
。

　

な
お
、
演
奏
中
に
は
映
像
を
流
す
と

前
述
し
た
が
、
そ
れ
は
全
体
の
３
分
の

１
ほ
ど
。
Ｈ
Ｆ
Ｏ
の
公
演
は
、
映
画
音

楽
そ
の
も
の
の
魅
力
を
映
像
と
共
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
コ
ン
セ
プ
ト

で
、
生
演
奏
が
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
後
退
し
な
い

よ
う
に
企
図
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ

が
各
国
で
大
人
気
を
博
し
て
い
る
理
由

な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
ん
な
魅
惑
の
公
演
の
指
揮
お
よ
び

編
曲
を
担
当
す
る
の
は
、
ロ
イ
ド
・
バ

ト
ラ
ー
。
ア
ト
ラ
ン
タ
交
響
楽
団
、ピ
ッ

ツ
バ
ー
グ
交
響
楽
団
、
ダ
ラ
ス
交
響
楽

団
な
ど
の
名
門
オ
ケ
に
定
期
的
に
客
演

す
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
本
流
の
実
力
派
で
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
中

南
米
な
ど
で
も
国
際
的
に
活
躍
。
他
に

も
、
オ
ペ
ラ
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど
の

分
野
で
も
非
常
に
評
価
が
高
い
名
匠
な

の
で
、
今
回
も
安
定
力
と
洗
練
を
備
え

た
タ
ク
ト
で
聴
き
手
を
魅
了
し
て
く
れ

る
に
違
い
な
い
。

　

今
回
は
ま
た
、
ゲ
ス
ト
歌
手
と
し
て

ビ
リ
ー
・
キ
ン
グ
も
参
加
。
彼
は
幼
少

期
の
７
歳
か
ら
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
続
け

て
い
る
早
熟
の
天
才
で
、
Ｈ
Ｆ
Ｏ
の
来

日
公
演
で
も
４
度
に
渡
っ
て
ゲ
ス
ト
出

演
。
今
回
は
さ
ら
な
る
深
み
と
艶
や
か

さ
を
湛
え
た
美
声
で
、
指
揮
者
や
オ
ケ

と
も
絶
妙
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
聴

か
せ
て
く
れ
る
は
ず
だ
‼

（
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

ハリウッド・フェスティバル・オーケストラ ニューイヤーコンサート!

HOLLYWOOD
FESTIVAL
ORCHESTRA

発売中

迫
力
満
点
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
サ
ウ
ン
ド
が

本
場
ア
メ
リ
カ
か
ら
や
っ
て
く
る
！

吹奏楽とゴスペルの
コラボが実現！
パワフルな演奏＆魂の歌声で
年末をハッピーに彩る!!

ザ・ソウルマティックス

池
末 

信

ゴスペル
～cooperate with Osaka Shion Wind Orchestra～

年末スペシャルコンサート

プロジェクション

マッピング付き!!

2223 SinfoniaSinfonia



[指揮]尾高忠明　[ピアノ]岡田 奏
[管弦楽]大阪フィルハーモニー交響楽団
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
《オール・ラヴェル・プログラム》 組曲「マ・メール・ロワ」／「ダフニスとクロエ」第2組曲／
ピアノ協奏曲 ト長調／ボレロ
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

2022.11/25（金） 7:00PM
A 5,000円　B 4,000円　C 3,000円  （税込）
[お問い合わせ]大阪フィル・チケットセンター 06-6656-4890
[主催] 公益社団法人大阪フィルハーモニー協会／ザ・シンフォニーホール

P I C K  U P  C O N C E R T

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

　

尾
高
忠
明
と
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

交
響
楽
団
が
全
３
回
に
渡
っ
て
開
催
す
る

フ
ラ
ン
ス
音
楽
シ
リ
ー
ズ
。
ラ
ス
ト
を
飾

る
11
月
の
公
演
が
迫
る
！

　

２
０
２
１
年
に
指
揮
者
生
活
50
周
年
を

迎
え
た
尾
高
忠
明
は
、
大
阪
フ
ィ
ル
の
音

楽
監
督
に
就
任
以
来
、
毎
年
「
作
曲
家
シ

リ
ー
ズ
」
コ
ン
サ
ー
ト
を
展
開
し
続
け
て

き
た
。
そ
し
て
就
任
５
年
目
と
な
る
今
年

は
、
作
曲
家
の
枠
を
超
え
て
、
美
し
く
彩

り
あ
る
音
色
が
印
象
的
な
フ
ラ
ン
ス
音
楽

を
フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
し
た
。

　

第
１
回
目
の
６
月
に
は
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
、

プ
ー
ラ
ン
ク
、
デ
ュ
リ
ュ
フ
レ
。
２
回
目
の

８
月
に
は
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
、
ビ
ゼ
ー
、
デ
ュ

カ
ス
な
ど
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
渾
身
の
演
奏
で
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
。

　

そ
し
て
迎
え
る
11
月
に
は
、尾
高
が
「
フ

ラ
ン
ス
音
楽
を
や
る
な
ら
欠
か
せ
な
い
」

と
い
う
オ
ー
ル
・
ラ
ヴ
ェ
ル
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
実
現
す
る
。

　

壮
麗
な
演
奏
に
期
待
が
高
ま
る
組
曲

「
ダ
フ
ニ
ス
と
ク
ロ
エ
」、
岡
田 

奏
を
迎
え

る
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
、
そ
し
て
、
世
界
で
愛

さ
れ
続
け
て
い
る
傑
作
「
ボ
レ
ロ
」。
こ

の
曲
は
、
両
親
が
パ
リ
に
て
ラ
ヴ
ェ
ル
が

ボ
レ
ロ
を
指
揮
す
る
公
演
を
鑑
賞
し
た
こ

と
が
あ
り
、
そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
併
せ
て
、

尾
高
に
と
っ
て
特
別
な
思
い
入
れ
が
あ
る

と
い
う
。
繰
り
返
さ
れ
る
リ
ズ
ム
と
旋
律

が
、
恍
惚
感
を
呼
び
起
こ
し
て
く
れ
る
こ

の
曲
で
は
、〝
音
楽
の
宝
石
箱
〞
の
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
に
ふ
さ
わ
し
い
、
キ
ラ
キ
ラ
と

し
た
感
動
の
シ
ー
ン
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。

　

昨
年
が
生
誕
１
０
０
周
年
で
、
今
年
が

没
後
30
年
。
そ
の
２
つ
の
節
目
に
行
わ
れ

た
様
々
な
企
画
に
よ
っ
て
、
タ
ン
ゴ
の
革

命
児
ピ
ア
ソ
ラ
の
名
声
は
さ
ら
な
る
強
固

さ
と
広
が
り
を
獲
得
し
た
。
そ
こ
で
大
き

な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
バ
ン
ド
ネ
オ

ン
の
俊
才
・
三
浦
一
馬
と
彼
が
率
い
る
キ

ン
テ
ー
ト
（
五
重
奏
団
）
だ
っ
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。

　

キ
ン
テ
ー
ト
と
は
、
ピ
ア
ソ
ラ
が
生
涯

に
渡
っ
て
こ
だ
わ
っ
た
編
成
。「
４
人
で
も

６
人
で
も
な
く
、
５
人
じ
ゃ
な
い
と
ダ
メ
。

各
楽
器
が
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
役

割
を
果
た
し
、
す
べ
て
を
抑
え
て
い
る
。

隙
間
を
人
数
で
埋
め
る
の
で
は
な
く
、
５

人
で
埋
め
て
い
く
の
が
面
白
さ
」
と
は
三

浦
の
弁
。
今
年
５
月
に
行
わ
れ
た
大
阪
公

演
は
、
ま
さ
に
こ
の
言
葉
を
体
現
し
た
名

演
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
来
年
２
月
に
彼
ら
の
待
望
の
再

演
が
決
定
。
こ
の
公
演
は
、
12
月
に
リ
リ
ー

ス
予
定
の
新
作
を
記
念
し
て
行
わ
れ
、「
天

使
の
ミ
ロ
ン
ガ
」「
天
使
の
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
」「
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
70
」
な
ど
、

珠
玉
の
ピ
ア
ソ
ラ
作
品
を
た
っ
ぷ
り
お
届

け
す
る
。　

　

三
浦
が
「
本
当
に
色
気
が
あ
っ
て
セ
ク

シ
ー
な
、
魔
力
と
い
う
か
吸
引
力
」
と
語

る
ピ
ア
ソ
ラ
の
魅
力
。
今
回
の
公
演
テ
ー

マ
〝
Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｚ
Ｚ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ａ 

Ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｄ

ａ
ｒ
ｄ
ｓ
＆
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ
〞
の
通
り
、
ピ

ア
ソ
ラ
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
現

代
的
に
、
よ
り
一
層
洗
練
さ
れ
た
彼
ら
の

感
性
を
体
感
し
よ
う
。（

文　

渡
辺
謙
太
郎
）

バンドネオンの俊才が贈る
ピアソラの珠玉の名曲

キラキラ輝く全3回に渡る音楽の宝石箱。
ラストを飾る11月はオール・ラヴェル・プログラム

[バンドネオン]三浦一馬
[ヴァイオリン]石田泰尚　[コントラバス]高橋洋太
[ギター]大坪純平　[ピアノ]山中惇史
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
悪魔のロマンス／ミケランジェロ70／天使のイントロダクション／天使のミロンガ　ほか
-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2023.2/4（土） 7:00PM
全席指定 5,500円 （税込）
[お問い合わせ]Mitt 03-6265-3201
[主催]日本コロムビア／ザ・シンフォニーホール

三浦一馬 五重奏団 《PIAZZOLLA Standards & Beyond》

Le coffre à musique ～音楽の宝石箱～

発売中

バ
ン
ド
ネ
オ
ン 

三
浦
一
馬

Ⅲ

[オルガン]冨田一樹
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
G.ベリエ:トッカータ ニ短調／J.パッヘルベル:シャコンヌ ヘ短調 P.43
／サン＝サーンス:アヴェ•マリア／G.フォーレ:ピエ•イエズ／G.F.ヘンデ
ル:オンブラ•マイ•フ／J.S.バッハ:前奏曲とフーガ ハ短調 BWV549
／J.S.バッハ:天使の群れ、天より来れり BWV607／J.S.バッハ:甘
き喜びのうちに BWV608／J.S.バッハ:我らキリストを讃えまつらん 
BWV611／J.S.バッハ:トッカータとフーガ ヘ長調 BWV540
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2022.12/23（金） 2:00PM 
全席指定 3,000円 （税込） ※休憩なし。約60分間のコンサートです。
[お問い合わせ]ザ•シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ•シンフォニーホール

　

今
や
日
本
を
代
表
す
る
オ
ル
ガ
ニ
ス

ト
の
ひ
と
り
と
い
え
ば
、
こ
の
人
だ
ろ

う
。
２
０
１
６
年
に
第
20
回
バ
ッ
ハ
国

際
コ
ン
ク
ー
ル
の
日
本
人
と
し
て
初
め

て
の
覇
者
で
、
未
来
の
巨
匠
最
有
力
候

補
で
あ
る
冨
田
一
樹
だ
。
冴
え
た
テ
ク

ニ
ッ
ク
に
加
え
て
、
学
究
的
な
知
性
派

の
側
面
も
も
ち
、
バ
ッ
ハ
の
気
高
く
深

淵
な
世
界
を
表
現
す
る
至
芸
に
は
、バ
ッ

ハ
の
故
国
の
楽
界
か
ら
も
大
き
な
賛
辞

が
寄
せ
ら
れ
た
。
国
内
外
で
の
躍
進
も

め
ざ
ま
し
く
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
毎
回
完
売
を
記

録
す
る
人
気
奏
者
だ
。

　

大
阪
出
身
で
、
大
阪
音
楽
大
、
同
大

学
院
で
オ
ル
ガ
ン
を
学
び
、
ド
イ
ツ
の

リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
音
楽
大
学
大
学
院
に
留

学
し
て
研
鑽
を
積
ん
だ
冨
田
に
と
っ
て

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
は
ホ
ー
ム

グ
ラ
ウ
ン
ド
。

　
「
中
学
生
の
と
き
、
バ
ッ
ハ
の
オ
ル

ガ
ン
作
品
の
録
音
を
聞
き
、
感
銘
を
受

け
た
こ
と
で
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
を
志
し
た
」

ザ・シンフォニーホール クリスマスオルガンコンサート 2022Review

聖
な
る
調
べ
に
じ
っ
く
り

耳
を
傾
け
る
絶
好
の
機
会

オ
ル
ガ
ン 

冨
田一樹

と
い
う
冨
田
が
、
今
回
取
り
上
げ
る
の

は
、
本
場
仕
込
み
の
バ
ッ
ハ
作
品
か
ら

近
代
ま
で
の
幅
広
い
レ
パ
ー
ト
リ
ー
で

あ
る
。「
バ
ッ
ハ
ほ
ど
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ

ク
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
つ
く
る
作
曲
家
は

い
な
い
」
と
語
る
冨
田
。「
前
奏
曲
と

フ
ー
ガ 

ハ
短
調 

Ｂ
Ｗ
Ｖ
５
４
９
」
と

「
ト
ッ
カ
ー
タ
と
フ
ー
ガ 

ヘ
長
調 

Ｂ
Ｗ

Ｖ
５
４
０
」
で
は
、
バ
ッ
ハ
の
技
巧
的

な
華
や
か
さ
と
対
位
法
の
妙
の
両
方
を

堪
能
で
き
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
天

使
の
群
れ
、
天
よ
り
来
れ
り 

Ｂ
Ｗ
Ｖ

６
０
７
」、「
甘
き
喜
び
の
う
ち
に 

Ｂ
Ｗ

Ｖ
６
０
８
」、
そ
し
て
「
我
ら
キ
リ
ス
ト

を
讃
え
ま
つ
ら
ん 

Ｂ
Ｗ
Ｖ
６
１
１
」
は
、

ク
リ
ス
マ
ス
の
コ
ラ
ー
ル
小
品
で
、
敬

虔
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
徒
と
し
て
の

バ
ッ
ハ
の
美
質
が
際
立
つ
。
冨
田
が
ド

イ
ツ
で
磨
き
上
げ
た
バ
ッ
ハ
の
世
界
が

あ
ま
す
こ
と
な
く
開
示
さ
れ
る
こ
と
だ

ろ
う
。

　

バ
ッ
ハ
に
加
え
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
ガ

ス
ト
ン
・
べ
リ
エ
の
き
ら
び
や
か
な

「
ト
ッ
カ
ー
タ
」、「
カ
ノ
ン
」
で
お
な
じ

み
の
パ
ッ
ヘ
ル
ベ
ル
の
変
奏
曲
「
シ
ャ

コ
ン
ヌ 

ヘ
短
調 

Ｐ
．
43
」
も
取
り
上
げ

ら
れ
る
。
加
え
て
フ
ラ
ン
ス
的
な
明
る

い
響
き
の
作
品
で
、
マ
リ
ア
へ
の
敬
虔

な
祈
り
を
捧
げ
る
サ
ン
＝
サ
ー
ン
ス
の

「
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
」、
フ
ォ
ー
レ
の
「
レ

ク
イ
エ
ム
」
の
中
の
一
曲
で
あ
る
「
ピ

エ
･
イ
エ
ズ
」
な
ど
も
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
さ
れ
て
お
り
、
色
と
り
ど
り
の
響
き

を
聞
か
せ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に

は
オ
ペ
ラ
「
セ
ル
セ
」
の
一
曲
で
、
名

旋
律
と
し
て
名
高
い
ヘ
ン
デ
ル
の
「
オ

ン
ブ
ラ
・
マ
イ
・
フ
」
が
オ
ル
ガ
ン
の

壮
麗
な
響
き
で
表
現
さ
れ
る
の
も
期
待

だ
。

　

何
か
と
気
忙
し
い
年
末
、
そ
し
て
ク

リ
ス
マ
ス
の
時
期
だ
が
、
こ
ん
な
時
こ

そ
、
こ
の
一
年
を
振
り
返
り
、
オ
ル
ガ

ン
の
聖
な
る
調
べ
に
じ
っ
く
り
耳
を
傾

け
る
絶
好
の
機
会
だ
ろ
う
。
ザ
・
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
ス
イ
ス
製
の
オ
ル

ガ
ン
は
３
７
３
２
本
の
パ
イ
プ
を
も
ち
、

変
幻
自
在
な
響
き
を
可
能
に
し
て
く
れ

る
楽
器
と
し
て
名
高
い
。
冨
田
の
オ
ル

ガ
ン
の
豊
穣
な
音
色
は
、
２
０
２
３
年

へ
向
け
て
、
私
た
ち
に
新
た
な
光
を
も

た
ら
し
て
く
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。

（
文　

伊
藤
制
子
）

発売中

変
幻
自
在
の
壮
麗
な
響
き
を
味
わ
う
。

今
冬
は
冨
田
一
樹
が
登
場
！

指
揮 

尾
高
忠
明

先行予約：9/22（木）
一般発売：9/25（日）
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	05_イタリア交響楽団
	06_07_カウントダウン_ニューイヤー
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